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C O N T E N T S

■ 対象期間 
2006年度（2006年4月～2007年3月）　 
※一部の項目については対象期間外の内容も含みます。 

■ 対象組織・範囲 
（株）ジェイテクト単独の環境保全活動 
※一部の項目については関係会社の実績も記載しています。 
 
 

 
環境省「環境報告書ガイドライン（2003年度版）」 

「社会・環境報告書2007」の対象期間および対象組織 

参考にしたガイドライン 

表紙について 

地球規模の環境保護をテーマに、基幹事業のステアリング、 

軸受・駆動、工作機械の“回転”のイメージが、グローバルな 

企業活動とネットワークの構築を推進していく様を表現しました。 



　私どもジェイテクトグループは、軸受・工作機械の祖業を基に、ステアリング・駆

動部品など、幅広い知見を有する企業集団として、企業理念である「社会の信

頼に応え、モノづくりを通じて、人々の幸福と豊かな社会づくりに貢献する」企

業を目指しております。 

　本年4月には、ジェイテクトの新たな歴史の創造と、企業理念の実現に向けた

「JTEKT VISION 2015」を策定し、「Creation ＆ Innovation」を基本精神

にグループ力を融合し、一流の品質と信頼を求め続け、「Quality First Company」

の実現を目指してまいります。また、公正で透明性の高い企業活動を徹底し、企

業倫理を含めたコンプライアンス経営により、国際社会から信頼される企業市民

として、企業の社会的責任を果たしていく所存です。 

　その中で環境保全活動は、一人ひとりが将来の地球環境を真摯に考え、行

動し、解決していかねばならない最重要課題のひとつであると認識しています。

当社は、2010年を目標とした「環境取り組みプラン」の目標達成に向け、ジェイテ

クトグループが一丸となり、自主的かつ積極的な活動を推進しています。生産性

向上などによる環境負荷低減はもちろんのこと、自動車の燃費向上に貢献する

電動式パワーステアリング、超低トルク軸受などの省エネ・省資源に対応した環

境配慮型製品の提供により、持続可能な社会の実現に取り組んでまいります。 

　私は、こうした取り組みの基盤は人づくりにあり、企業の財産は人材であると

確信しております。社員一人ひとりの創造力を大切にした人材育成を通じて、

世界各地域の社会・文化を理解し、共存する真のグローバル企業として、あら

ゆるステークホルダーの方々の声に耳を傾け、お客様をはじめ社会から信頼さ

れる企業を目指してまいります。ここに発行しました社会・環境報告書により、私

どもの活動について理解を深めていただき、皆さまからの率直なご意見、ご感想

をお寄せいただければ幸いです。 

 2007年 9月 
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Ⅰ. 会社の夢の実現 

モノづくり企業として、真に求められる商品・サービスを通じて、人々の幸福と豊かな社会づくりに貢献する 

Ⅱ. 社員の自己実現 

企業活動を通じて社会に貢献でき、他者から認められる存在となり、喜びと誇りにあふれる 

1 . 新たな価値を創造し、広く社会に「喜びと感動」を提供する 

2 . グローバルで革新的な経営により、社会との調和ある成長を目指す 

3 . 人間尊重を基本に、明るく活力ある企業風土をつくる 

4 . 安全で豊かなくらしの実現に取り組む 

私たちジェイテクトは、社会の信頼に応え、モノづくりを通じて、人々の幸福と豊かな社会づくりに貢献する 

■ 経営姿勢 

■ 目的 

Ⅰ. 地球環境にやさしいモノづくり企業 

Ⅱ. 安全、安心、快適を提供する「生活・労働環境」改善推進企業 

Ⅲ. 市場の変化をビジネスチャンスと捉え、世界で成長し続ける企業 

Ⅳ. 世界各地域の社会・文化を理解し、共存する真のグローバル企業 

■ 目指す企業像 

1 . 『高い志』を持ち続ける 

2 . 『スピード』重視で、判断、行動する 

3 . 『チームワーク』で成果を挙げる 

4 . 『やり遂げる文化』を醸成する 

■ コア パラダイム ： 目指す企業像を実現するための価値基準 
～ 一人一人が主人公、自らの行動で企業像の実現を！ ～ 

■ 企業目的 

　ジェイテクトは、地球規模での環境保護が企業の重要な使命の一つであることを深く認識し、 

安全で豊かなくらしの実現を目指し、グローバルで革新的な経営により、人・社会・地球環境の調和を図り、 

新たな価値を創造することで広く社会に貢献します。 

　企業理念でジェイテクトの基本精神及び基本となる価値観を表し、更にビジョンにて2015年にどのような企

業になりたいかを示しています。 
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企業理念 

ビジョン　Creation & Innovation（JTEKT VISION 2015） 



 
社名

 
 

本店所在地
 

本社所在地 
 

代表 

資本金 

 
従業員数 

 

売上高 

 

経常利益 

 
連結子会社 

株式会社ジェイテクト　　 

JTEKT Corporation 

大阪市中央区南船場3丁目5番8号 

名古屋本社：名古屋市中村区名駅4丁目7番1号 

大阪本社：大阪市中央区南船場3丁目5番8号 

取締役社長　横山元彦 

362億円（2007年3月31日現在） 

31,355人（連結） 

9,919人（単独） 

10,252億円（連結）　 

6,348億円（単独） 

669億円（連結）　 

382億円（単独） 

91社（国内32社、海外59社） 

2006年度　 

（2007年3月31日現在） 

2006年度　 

■ 国内生産拠点 

■ 主要製品 

国 分 工 場  
刈 谷 工 場  
徳 島 工 場  
岡 崎 工 場  

大阪府柏原市国分東条町24番1号 

愛知県刈谷市朝日町1丁目1番地 

徳島県板野郡藍住町奥野字山畑1番地 

愛知県岡崎市市場町字桐山8番地 

東 京 工 場  
香 川 工 場  
奈 良 工 場  
東刈谷工場 

東京都羽村市栄町3丁目5番地1 

香川県東かがわ市馬宿515番地1 

奈良県橿原市十市町333番地 

愛知県刈谷市野田町北地蔵山1番7

豊 橋 工 場  
田戸岬工場 
花 園 工 場  
亀 山 工 場  

愛知県豊橋市明海町5番61号 

愛知県高浜市田戸町1丁目5番地3 

愛知県岡崎市真福寺町字深山1番地10 

三重県亀山市太岡寺町字境ノ尾805番地の18

軸 受 
（ベアリング） 

工作機械 

ステアリング 駆 動 
システム化軸 システム化軸 

最先端技術への挑戦 

基盤技術 

システム化 
複合化 

システム化 
複合化 

先
端
技
術
開
発
軸 

技
術
深
耕
軸 
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工作機械 

研削盤 マシニングセンタ 

専用工作機械 超精密加工機 

軸受（ベアリング） 

汎用軸受 
自動車用軸受 
(センサ内蔵ハブユニット) 
 

 工作機械用軸受 
「ハイアビリーシリーズ」 鉄鋼用軸受 

ステアリング 

電動 
パワーステアリング 

電子制御式 
ギヤ比可変ステアリング 

油圧式 
パワーステアリング 油圧ポンプ 

駆　動 

カップリング トルセン 

プロペラシャフト 

ドライブシャフト 

■ その他の製品 

センサ メカトロ事業 

プログラマブルコントローラ 圧力スイッチ エアコン用 
圧力センサ 

住宅機器 

ホーム 
エレベーター 

（注）株式会社ジェイテクトは2006年1月1日
付けで光洋精工株式会社と豊田工機株
式会社が合併して発足しました。従いま
して2005年度の業績は、光洋精工株式
会社の2005年4月から12月までの9ヶ
月間の業績と、株式会社ジェイテクトの
2006年1月から3月までの3ヶ月間の
業績を合算したものになります。 

　　なお、2004年度以前の業績は光洋精工
株式会社の業績で記載してあります。　 

■ 売上高、経営利益、従業員数の推移 

売上高 
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日本 
58.0％ 

欧州 
18.4％ 

北米 
15.0％ 

アジア・オセアニア 
7.1％ 

その他 
1.4％ 

地域別売上高 



EUROPE

ASIA

NORTH
AMERICA

SOUTH
AMERICA

OCEANIA

21

6

8 17

11

16
15

19

18

7

20

1023

22

19

26

9
25

18

3

5

24

14

4

98
32

5

18

17

6

7

16

4

1 

11 12

13

15 21 22

14

23

6 8 16

5 13

14

9

1015

1

2
3

111

2

4

7

17

27

12

1319
2010

12

9.   JTEKT TORSEN EUROPE S.A. （Belgium） 

10. JTEKT AUTOMOTIVE CZECH PARDUBICE, S.R.O. （Czech Republic） 

駆動系部品製造　 

11. KOYO BEARINGS （EUROPE） LTD. （U.K.） 

12. KOYO ROMANIA S.A. （Romania） 

ベアリング製造　 

13. JTEKT EUROPE S.A.S. TECHNICAL CENTER （France） 

14. JTEKT CORPORATION  
EUROPEAN BEARING TECHNICAL CENTRE （Netherlands） 

テクニカルセンター　 

15. KOYO FRANCE S.A. （France）　 

16. EUROPA-KOYO B.V. （Netherlands） 

17. KOYO （U.K.） LTD. （U.K.） 

18. KOYO DEUTSCHLAND GMBH （Germany） 

19. KOYO KULLAGER SCANDINAVIA A.B. （Sweden） 

20. KOYO ITALIA S.R.L. （Italy）　 

21. KOYO IBERICA, S.L. （Spain） 

販売　 

22. TOYODA MACHINERY AND ENGINEERING EUROPE SAS （France） 

23. TOYODA MITSUI EUROPE GMBH（Germany） 

販売・サービス　 

EUROPE

1. JTEKT EUROPE S.A.S. （France） 

2. JTEKT CORPORATION  
EUROPEAN BEARING CENTRAL OFFICE （Netherlands） 

3. JTEKT TORSEN HOLDINGS S.A. （Belgium） 

統括　 

4. JTEKT HPI S.A.S. （France） 

5. JTEKT AUTOMOTIVE LYON S.A.S. （France） 

6. JTEKT AUTOMOTIVE DIJON SAINT-ETIENNE S.A.S. （France） 

7. JTEKT AUTOMOTIVE CZECH PLZEN, S.R.O. （Czech Republic） 

8. JTEKT AUTOMOTIVE UK, LTD. （U.K.） 

ステアリング製造　 

11. KOYO BEARINGS （EUROPE）  
 LTD. （U.K.） 

6. JTEKT AUTOMOTIVE DIJON 
SAINT-ETIENNE S.A.S. （France） 

 

23. TOYODA MITSUI EUROPE GMBH 
（Germany） 

9. JTEKT TORSEN EUROPE 
   S.A. （Belgium） 

JAPAN
本社 

2. 大阪本社 

研究開発センター 

1. 名古屋本社 

4. 大阪府 3. 奈良県 

7. 東部テクニカルセンター 

 

6. 中部テクニカルセンター 

5. 愛知県 

8. 駆動テクニカルセンター 

テクニカルセンター 

工作機械・メカトロ事業拠点 

38. カスタマーセンター 

39. 東京営業所 

40. 埼玉営業所 

41. 群馬営業所 

42. 中日本営業室 

43. 浜松営業所 

44. 北陸営業所 

45. 大阪営業所 

46. 広島営業所 

47. 福岡営業所 

物流拠点 

48. 関西物流センター 

49. 河合物流センター 

50. 中部物流センター 

51. 関東物流センター 

52. 西関東物流センター 

販売拠点 

21. 東京支社 

22. 東日本支社 

23. 北関東支社 

24. 浜松支社 

25. 第1豊田支社 

26. 第2豊田支社 

27. 名古屋支社 

28. 関西支社 

29. 西日本支社 

30. 東北営業所 

31. 宇都宮営業所 

32. 水戸営業所 

33. 千葉営業所 

34. 岡崎営業所 

35. 神戸営業所 

36. 岡山営業所 

37. 九州営業所 

8. JTEKT AUTOMOTIVE SOUTH CAROLINA, INC. （USA） 

1. JTEKT NORTH AMERICA, INC. （USA） 

統括　 

2. JTEKT AUTOMOTIVE TENNESSEE-VONORE CO. （USA） 

3. JTEKT AUTOMOTIVE TENNESSEE-MORRISTOWN, INC. （USA） 

4. JTEKT AUTOMOTIVE VIRGINIA, INC. （USA） 

5. JTEKT AUTOMOTIVE TEXAS, L.P. （USA） 

6. JTEKT AUTOMOTIVA BRASIL LTDA. （Brazil） 

7. JTEKT AUTOMOTIVE ARGENTINA S.A. （Argentina） 

ステアリング製造　 

駆動系部品製造　 

9. KOYO CORPORATION OF U.S.A. 
        ［MANUFACTURING DIV.］（USA） 

ベアリング製造　 

10. TOYODA KOKI DO BRASIL INDUSTRIA E  
          COMERCIO DE MAQUINAS, LTDA.（Brazil） 

工作機械製造　 

19. TOYODA MACHINERY USA CORP. （USA） 

販売・サービス　 

11. JTEKT CORPORATION NORTH AMERICAN  
          TECHNICAL CENTER （USA） 

12. JTEKT NORTH AMERICA, INC.  
          TECHNICAL CENTER （USA） 

テクニカルセンター　 

13. KOYO CORPORATION OF U.S.A. ［SALES DIV.］（USA） 

14. JTEKT TORSEN NORTH AMERICA, INC. （USA） 

15. KOYO ROLAMENTOS DO BRASIL LTDA. （Brazil） 

16. KOYO CANADA INC. （Canada） 

17. KOYO LATIN AMERICA, S.A. （Panama） 

18. KOYO MEXICANA, S.A. DE C.V. （Mexico） 

販売　 

NORTH AMERICA& 
SOUTH AMERICA

3. JTEKT AUTOMOTIVE  
TENNESSEE-MORRISTOWN,  
INC. （USA） 

2. JTEKT AUTOMOTIVE 
TENNESSEE-VONORE CO. （USA） 

9. KOYO CORPORATION OF U.S.A. 
   ［MANUFACTURING DIV.］（USA） 

10. TOYODA KOKI DO BRASIL INDUSTRIA E  
      COMERCIO DE MAQUINAS, LTDA.（Brazil） 

19. TOYODA MACHINERY （DALIAN） CO., LTD.（China） 

工作機械製造　 

20. JTEKT AUTOMOTIVE SCIENCE AND  
TECHNOLOGY CENTER（DALIAN）CO., LTD. （China） 

21. JTEKT CORPORATION（CHINA） TECHNICAL CENTER （China） 

テクニカルセンター　 

22. KOYO （SHANGHAI） CO., LTD. （China） 

23. GKN TOYODA （THAILAND） LTD. （Thailand） 

24. JTEKT KOREA CO., LTD. （Korea） 

25. KOYO SINGAPORE BEARING （PTE.） LTD. （Singapore） 

26. KOYO AUSTRALIA PTY. LTD. （Australia） 

販売　 

27. TOYODA MACHINERY S.E. ASIA CO., LTD. （Thailand） 

販売・サービス　 

ASIA / OCEANIA

10. TOYODA-KOKI DALIAN INNOVATION AUTOMOTIVE CO., LTD. （China） 

駆動系部品製造　 

3. JTEKT AUTOMOTIVE（TIANJIN）CO., LTD. （China） 

4. JTEKT AUTOMOTIVE（FOSHAN）CO., LTD. （China） 

5. JTEKT STEERING SYSTEMS（XIAMEN）CO., LTD. （China） 

6. KOYO STEERING（THAILAND）CO., LTD. （Thailand） 

7. JTEKT AUTOMOTIVE（THAILAND）CO., LTD. （Thailand） 

8. KOYO JOINT（THAILAND）CO., LTD. （Thailand） 

9. JTEKT AUTOMOTIVE （MALAYSIA） SDN. BHD. （Malaysia） 

ステアリング製造　 

統括　 

1. JTEKT（CHINA）CO., LTD. （China） 

2. JTEKT（THAILAND）CO., LTD. （Thailand） 

11. WUXI KOYO BEARING CO., LTD. （China）　 

12. DALIAN KOYO WAZHOU AUTOMOBILE BEARING CO., LTD. （China） 

13. KOYO BEARING DALIAN CO., LTD. （China）　 

14. KOYO LIOHO (FOSHAN) AUTOMOTIVE PARTS CO., LTD. （China） 

15. KOYO AUTOMOTIVE PARTS (WUXI) CO., LTD. （China） 

16. KOYO MANUFACTURING （THAILAND） CO., LTD. （Thailand） 

17. KOYO JICO KOREA CO., LTD. （Korea） 

18. KOYO MANUFACTURING （PHILIPPINES） CORP. （Philippines） 

ベアリング製造　 

7. JTEKT AUTOMOTIVE
   （THAILAND）CO., LTD.（Thailand） 

6. KOYO STEERING（THAILAND） 
 CO., LTD. （Thailand） 

12. DALIAN KOYO WAZHOU  
AUTOMOBILE BEARING  
 CO., LTD. （China） 

19. TOYODA MACHINERY  
　  （DALIAN） CO., LTD.（China） 

9. 国分工場 

10. 刈谷工場 

11. 徳島工場 

12. 岡崎工場 

13. 東京工場 

14. 香川工場 

 

15. 奈良工場 

16. 東刈谷工場 

17. 豊橋工場 

18. 田戸岬工場 

19. 花園工場 

20. 亀山工場 

生産拠点 

グローバルネットワーク 

グローバルネットワーク 5 グローバルネットワーク 6
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■ コーポレートガバナンス体制 

■ 社会的責任を果たしていくために 

■ 迅速且つ適正な意思決定を行うために 

 

　ジェイテクトは、企業価値の持続的な向上、国際社会から

信頼される企業市民として課せられた社会的責任（CSR）

を果たしていくために、株主はもとよりあらゆるステーク

ホルダーに対して経営の透明性を高めるとともに、十分な

アカウンタビリティーの確保に努めてまいります。 

 

　意思決定機関としては株主総会、取締役会がありますが、

迅速な意思決定と効率的な業務執行を行うため、業務執

行に専念する執行役員制を採用しています。 

　迅速且つ適正な意思決定を行うために、充分かつ専門

的に事前審議を行う機関として常務会、全社委員会及び機

能別の会議体があります。取締役・執行役員間での情報の

共有、業務執行の進捗状況の確認等を行うため、取締役、

監査役、執行役員をメンバーとした経営会議を開催してい

ます。 

　監査機関としての監査役会では、5名の監査役のうち、3

名の社外監査役が就任しています。 

実務の監査組織として監査室を設置し内部監査と監査役

監査との連携を図っています。 

コーポレートガバナンス 7

コーポレートガバナンス  

監査室 常務会 

監査役会 取締役会 

株　主　総　会 

各　部　門 

業務監督 

業務監督 

上程・報告 

業務監督 

上程・報告 上程・報告 

内部監査 

モニタリング 

選任・解任 選任・解任 

連携 監査 
会
計
監
査
人 

選任・解任 

監査 
顧
問
弁
護
士 

業務相談 
ヘルプライン 

連携 

業務監督 

報告 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ 

各種委員会 
● 企業行動・リスク管理委員会 
● 地球環境保全委員会 
● 知的財産委員会　等 

各種機能会議 

経営会議 



■ 企業行動・リスク管理委員会の設置 

 

 

　「企業行動・リスク管理委員会」の審議を経て、'06年4月に、「社

員の行動指針」を制定いたしました。これは、ジェイテクトの企業

理念の実践、会社の目指す姿の実現に向けて、社員が活動してい

くときのそれぞれの業務分野において直面する問題についての

基本的な心構え、指針をわかりやすくまとめたものです。 

 
　　第1章　会社との関係における社員の行動指針 

　　第2章　会社の活動における社員の行動指針 

　　第3章　社会との関係における社員の行動指針 

　　第4章　社員の私的行為についての行動指針 

　「社員の行動指針」に示される基本的な心構えをまとめ日々の

行動に反映できるように、常に携帯できるようにした「ポケット版」

を全従業員に配布しました。 

 

 

　'06年3月に、「企業行動・リスク管理委員会」を発足し、コンプラ

イアンス、リスク管理等に関する重要事項について審議しています。 

　「機密管理WG」、「コンプライアンスWG」等の各部会を設け、

委員会の決定した方針、課題に基づいて、全社展開、監査等を実

施しています。 

委員会の設置 

■ 「社員の行動指針」の制定 

「社員の行動指針」の内容 

「社員の行動指針」の構成 

「ポケット版」の配布 

コンプライアンス教育の実施 

委員会の活動 

■ 企業倫理相談窓口の充実  

　従業員のコンプライアンスに関する疑問や悩みに答えるため、「社

員の意見箱」および「企業倫理ヘルプライン」を設置しました。 

 

　従業員の皆さんがそれぞれの日常業務を行うにあたり、自らの

行為が法律等に違反するのではないかと疑問に感じた場合、ある

いは社内で法律等に違反する行為が行われていると気付いた場

合に相談する窓口であり、郵送などの書面による場合に加え、社

内LANのシステムを使用した相談も可能としています。 

 

　何らかの事情で、上司や専門部署に相談できない場合に備え、

弁護士による社外相談窓口「企業倫理ヘルプライン」を設置して

います。相談を受けた弁護士は、必要に応じて、相談者の身元を

伏せた上で、会社にアドバイスや改善提案を行います。 

「社員の意見箱」 

「企業倫理ヘルプライン」 

コンプライアンス教育 

1 . 遵法精神に基づき、公正、透明、自由な競争ならびに適正な取引を行う 

2 . マーケットから発想し、最高の品質・技術・サービスを提供し、お客様の満足と信頼に応える 

3 . 地球環境問題への取り組みは、自主的・積極的に行う 

4 . 社員の人格と個性を尊重し、可能性と働きがいを大切にする職場を作り、一人ひとりの豊かさを実現する 

5 . 株主はもとより、社会とのコミュニケーションを図り、企業情報を公正に開示する 

6 . 「良き企業市民」として社会貢献活動を積極的に推進する 

7 . 国際ルール、各国各地域の法律・文化・慣習を尊重し、その発展に貢献する 

■ 企業行動規準 

当社は、「モノづくりの企業」として一流の品質・安全を求め、夢に向かって挑戦し続ける会社であることを目標にしています。 
一方、企業の社会的責任が、厳しく社会から求められるようになってきています。そこで、「企業行動・リスク管理委員会」の審議を経て、「社員の行動指針」を制定しました。
これは、ジェイテクトの企業理念の実践、会社の目指す姿の実現に向けて、社員の基本的な心構え、指針をわかりやすくまとめたものです。 

 法令、企業倫理、規則の遵守を経営の最重要課題の一

つと位置付けています。コンプライアンス・リスク管理

の確立が「社会の信頼に応え,期待され尊敬される企業」

の実現に不可欠であり、日々その改善に取り組んでいます。 

コンプライアンス  
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社員の意見箱　書面または社内LAN

関係部署 
《対応決定・実施》 経営トップ 投稿者 

投稿者 

監査室 
《事実確認》《調査》 

《改善勧告》 《報告》 《報告》 

　「企業理念」、「企業行動規準」

「社員の行動指針」等の制定

の主旨、内容の徹底･浸透を

図るために全事業場を対象に、

説明会を順次開催しました。 



 

 

 

 

　当社は『品質第一に徹し、お客様の信頼と満足を得る商品

を提供する』を品質方針におき、トップから全従業員まで｢お

客様第一、品質最重視｣を機会あるごとに徹底、お客様に満足

していただける魅力ある商品作りに全力で取り組んでいます。 

 

　当社は、商品企画から製造・販売サービスまでの『仕事

の質向上』と『人と職場の活性化』をベースとした『TQM

（Total　Quality　Management）活動』を推進し、品

質のつくり込みを実践しています。 

　特に、2007年度は『量から質への転換！』を会社方針の

基本コンセプトに掲げ、品質の確かな商品や行き届いたサ

ービスをお客様にご提供できる企業づくりに邁進しています。 

　また品質マネジメントシステムの国際規格：ISO9001、

ISO/TS16949をいち早く取得し、お客様のご要望にお

応えできるような品質システムを構築しています。 

①基本的な考え方 

　品質保証の基本は、『各工程での品質のつくり込み』です。

開発や生産（量産）準備の各段階でつくり込み、各工程で

基本を確実に実行して、品質保証をしています（自工程完結）。

また品質マネジメントシステムの有効性を継続的に改善し、

品質方針の遂行とお客様満足度の向上に邁進しています。 

②仕入先をも巻き込んだ品質保証 

　品質･信頼性はJTEKT、Koyo、TOYODA、TORSEN各

ブランドの最重要ポイントです。お客様から信頼いただけ

る高品質の商品を提供するため、社内だけでなく当社仕入

先様をも巻き込んで、品質向上に取り組んでいます。 

③製品の『環境負荷物質』根絶への取組み 

　環境負荷物質の製品への非含有を保証すべき品質特性

として位置づけ、お客様に安心してご使用いただける製品

を提供しています。 

　当社は『お客様に喜ばれるオンリーワン商品づくり』で

社会に貢献しています。 

　また、基礎技術の深化と技術のシステム化、融合により、

安全で安心、快適で省エネ、環境にやさしい商品開発･提

供という形で当社は社会のお役にたっています。 

■ お客様第一と品質最重視 ■ 品質保証について 

■ 社会との関わり 

■ 品質管理体制とお客様第一のものづくり 

■ お客様に満足していただける工作機械づくり 

■ 商品力の高い自動車部品づくり 

低トルク高性能円すい 
コロ軸受開発（回転トルク1／5化） 

風力発電 
「主軸」「発電機」用軸受で当社製品を使用 

SAE SHOWで最新技術を紹介 

研削盤の性能評価事例 

パワーステアリングの耐寒テスト 

工程設計 

生産 

生産準備 試作評価 

製品企画 

製品設計 

商品企画 
情報収集 

販売 
サービス 

お客様の 
ご意見 

ご提案反映 

お客様の声を積極的に 
取入れています。 

品質・トータルバランスに 
優れた目標設定を行います。 

信頼と満足を得る 
確かな商品･サービスを 

提供します。 

蓄積された技術･経験をもとに 
高い品質を図面に反映します。 

作業標準に基づき、 
高品質の商品をつくります。 

さまざまな使用条件の下、 
品質を繰り返し確認します。 

高品質の商品が 
安定的に作れるよう入念に 

検討します。 

工程での品質のつくり込みを行います。 
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お客様との関わり 

オンリーワンの安全PLC　欧州の厳しい各種認証テストに合格 

お客様のために 



①

 

②

③

《ジェイテクトチャレンジカップ開催》  

　当社が支援している愛知県刈谷市小学生サッカー大会

が15校（全30チーム）参加のもと、2月に行われました。 

　また、職場ボランテイアが豚汁を提供し、大会を盛り上

げました。 

工場フェスティバル（花園工場） クリーンアップ作戦（東刈谷工場） 

ジェイテクトチャレンジカップ 職場ボランテイアによる豚汁のサービス 

地域懇談会（国分工場） 工場見学（国分工場） 

■ 社会貢献活動 

《地域懇談会》  

　当社では、地域との良好な関係を築くため、地域の方を

お招きし、定期的に地域懇談会を開催しています。 

　地域懇談会では、活発な意見交換が持たれ、当社の取り

組みに対し理解が得られました。 

■ 地域とのコミュニケーション 

花いっぱい活動（東京工場） 

《地域美化活動・工場フェステイバル》  

　当社では、従業員の環境意識の向上をねらいとした、地

域美化活動を毎年実施しています。工場周辺の清掃活動

や花いっぱい活動に従業員が積極的に参加し、地域との共

生を図っています。  

　また、地域の方々や従業員の家族をお招きした工場フェ

ステイバルも毎年開催し、楽しいひと時を過ごしました。 

　　社会との関わり 10

　ジェイテクトは、地域との融和を目指し、地域社会の一員として、さまざまな活動を通し、地域とのコミュニケー

ションを積極的に推進しています。 

社 会との 関 わり  

地域社会とともに 



 

 

 

　当社は、社会の信頼に応え、モノづくりを通じて、人々の

幸福と豊かな社会づくりに貢献することを企業理念として

います。その理念を達成するために、ジェイテクトグループ

は総合力を高め、環境変化への柔軟な対応、顧客ニーズを

先取りした商品開発および強い現場力で、事業の成長性と

安定した収益性の確保を図るため重点的な経営資源配分

を行うとともに、品質の確かな商品や行き届いたサービス

を通じて「お客さまに高い満足をご提供できる」企業を目

指して経営を進めてまいります。 

　2006年度の連結売上高は1兆252億円と前期に比べ

3,009億円、率にして41.5％の増収となりました。利益

につきましては、原材料等の価格上昇などの影響もありま

したが、売上高が増加したことの効果により、連結経営利

益が669億円と前期に比べ、201億円、率にして43．1％

の増益、連結当期純利益も、前期比176億円、率にして64．

6％増益の449億円となりました。 

　その結果、配当金は1株につき年間19円と前期に比べ

4円増配し、株主のみなさまへ還元することができました。 

　今期の見通しにつきましては、連結売上高が1兆600億

円、連結経営利益が670億円、連結当期純利益が400億

円と予想しており、配当金につきましては、1株につき年間

21円と2円の増配を予定しております。 

　07年3月に「平成19年度調達方針説明会」が取引先様

314社参加のもと開催されました。  

　その中で、社長から、「地球にやさしいモノづくり」や、「不安

全状態・不安全行動の改善」、「後工程に悪いものを流さない・

自工程で悪いモノがつくれない活動の推進」を徹底するよう、

各社様に要望し理解を頂きました。  

 

　また、各分野での優秀取引先の表彰が行われました。 

 
発行可能株式総数…………………1,200,000千株 
発行済株式の総………………………320,136千株 
株主数………………………………………24,764名 

■ 所有者別株式分布状況 

■ 株式の状況 （2007年3月31日現在） 

■ 大株主の状況 

72,435 

17,868 

17,611 

17,486 

12,361 

7,493 

6,749 

6,729 

6,366 

5,649

持株数（千株） 

22.63 

5.58 

5.50 

5.46 

3.86 

2.34 

2.11 

2.10 

1.99 

1.76

議決権比率（％） 
 

株　主　名 

トヨタ自動車株式会社 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 

株式会社デンソー 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 

日本生命保険相互会社 

株式会社豊田自動織機 

株式会社りそな銀行 

住友信託銀行株式会社 

株式会社三井住友銀行 

豊田通商株式会社 

月間最高値 

月末終値 

月初始値 

月間最安値 

■ 当社株価の推移 

■ 調達方針説明会 

2006/4
0

2,800
2,600
2,400
2,200
2,000
1,800
1,600
1,400
1,200
1,000
800
600
400
200

株価 （円） 

0

30,000
35,000
40,000
45,000

25,000
20,000
15,000
10,000
5,000

出来高 （千株） 

2007/32005/4

平成17年度 平成18年度 

2006年度の経営成績と 
株主の皆様への利益還元について 

金融機関34.2％ 
109，414千株 

調達方針説明会 表彰式 

その他国内法人 
37.5％ 
120，174千株 

外国法人等17.1％ 
54，799千株 

個人その他8.2％ 
26，388千株 

証券会社2.9％ 
9，139千株 

自己株式0.1％ 
220千株 
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株主・投資家の皆様とともに 



 
 

（1）企業理念を理解し、経営目標を達成できる高い専門性・創造性、卓越し
た技術を持ち合わせた人材を育成する。 

（2）自主・自律的な行動により、常にやりがいを持って、自らを高め、自己実
現できる革新的な人材を育成する。 

（3）人権を尊重し、環境との調和に努め、社会ルールを遵守する国際性豊
かな良識ある人材を育成する。 

■ 人材育成の考え方 

 

　当社の教育体系は、階層別教育（全社教育）と専門分野

の機能別教育、職場が推進する職場別教育から構成され

ています。 

　階層別教育では資格・職位で区分し、各階層で保有すべ

き知識･スキルや果たすべき役割を明確にし、それぞれの

レベルに合った教育を実施しています。 

　専門教育については、それぞれの機能別分野に精通し

た社内外の講師により、高度な専門知識･技術を習得でき

るよう教育を行います。 

　職場では教育訓練計画を策定し、職位･資格に応じた能

力習得を計画的に推進します。 

　その他に資格取得支援制度や各種自己啓発支援を行っ

ています。 

■ 事務技術員の人材育成 

■ 技能員の人材育成  

　軸受事業、工作機械事業をもつ機能部品メーカーとして、

信頼性や先進性の高い技術を基盤にした「モノづくりを革

新する技術力」を世界に発信しつづけるために、トップレ

ベルの技術･技能を持った人材を継続的に育成しています。

技能社員は、高等学園教育を基本に、OJTによる体系的な

技能習得を行うとともに、国家技能検定・社内技能検定制度、

各種技能講習を活用し、職場と一体となった高度技能者の

育成により、全社的な技能向上に取り組む仕組みを推進し

ています。 
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　ジェイテクトは、「社会の信頼に応え、モノづくりを通じて、人々の幸福と豊かな社会づくりに貢献する」を企業

理念として、新たな価値を創造し、広く社会に喜びと感動を提供できるよう、社員一人ひとりの創造力を大切にし

た人材育成を目指しています。社員一人ひとりの人格と個性を尊重し、可能性と働きがいを大切にする職場を作

り、その中で自己の創造力を高め、企業の発展に積極的にチャレンジしていくという企業風土の実現に向け、諸活

動を展開しています。人材育成・評価・処遇の三要素を有機的に結び付け、入社から退社まで高いモチベーション

を維持しながら、従業員の能力向上を図ることができるよう、各種人事制度を関係づけながら構築しています。 

採用 

退職金 

働き方 

配置 
（ローテーション） 

支援 

支援 

支援 

福利厚生 

組織 

モチベーション 

能力 

人材育成 

評価 

給与 

賞与 
職位 資格を 

中心とし 

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

能
力 

勤続 

キャリアプラン（職場・個人） 業務知識の習得　技術・技能レベルの向上 

成果の発揮 評価 昇格・昇給・賞与 

職場ニーズを反映した人づくり 自主・自律した人づくり 

職位・資格に応じた必要能力の明示と育成 

＜階層別教育＞ 

教 育 訓 練 計 画  

＜機能別教育＞ ＜職場別教育＞ 

社員 

個人が能力を向上するための自己啓発支援 

～人材育成～  

　　社会との関わり 

社会との 関わり  

従業員との関わり 



 

 

 

 

 

　ジェイテクトでは、「従業員の安全と健康の確保は企業経

営に必要不可欠な要件であることを深く認識し、その実現

のために全社をあげて積極的な安全衛生管理活動を推進

する。」を基本的な考えとして、全従業員が一体となって安

全衛生活動､快適職場・健康づくりの活動に取り組んでいます。 

 

 

　当社では、会社安全衛生総括管理者（専務）を委員長と

する「全社安全衛生管理委員会」を設置し安全・衛生・健康・

交通・防火に関する会社の方針や目標、方策を審議・決定

すると共に、達成状況のフォローを行っています。 

　又、その下部組織として、本質的な安全設備にすること

を目的に規格強化・全社展開を行っていくため「設備安全

設計委員会」を設置しています。 

　更に、関係会社との情報交換、グループとしての活動の

ベクトル合わせを行っていくため「関係会社安全連絡会」

を設置しました。07年度からは、海外現法を含めた活動に

拡大していきます。 

　工場の安全衛生活動は、安全衛生推進会議で取り決め

た実施事項や重要情報を各工場安全衛生管理委員会にて

全社員に展開し、災害の再発防止や快適職場に結びつけ

ています。 

　「安全場づくり」「安全人づくり」「ＯＳＨＭＳ展開方法の

充実」の各テ－マに沿った中・長期の継続的な安全衛生活

動の推進により、安全衛生のレベルアップを図っていきます。 

（1）主な教育 
　　 ● 階層別教育：新入社員、新任ＧＬ（職長)、新任課長(安全管理者)等 
　　 ● 特別教育：（法定）低圧電気、ア－ク溶接、研削砥石取替え、有機溶剤、酸欠、粉じん、騒音等 
　　 ● 特別教育：(法定外)全豊田外来工事作業責任者教育、高所作業・感電防止教育等 
　　 ● ＯＳＨＭＳ教育：リスクアセスメント教育 

（2）主な訓練 
　　 ● ＫＹＴ基礎４Ｒ訓練、危険体感訓練、技能反復訓練等 

中・長期計画 

休業度数率の推移 

05年度 06年度 07年度 08年度 09年度 10年度 項目 

安全の番人 

リスク 
アセスメント 
（RA） 

ルールづくり 

KY人間 

OSHMS展開 
方法の充実 

安
全
人
づ
く
り 

安
全
場
づ
く
り 

低頻度作業 
調査・対策 

重点6災害  
撲滅活動  
・抽出、改善 

■ 安全衛生管理委員会を中心とした、一元化管理体制 

■ 安全衛生活動の中・長期計画に基づいた継続的な向上 

　安全行動のとれる人づくり、安全で働きやすい職場づく

りの取り組みを行っていくためには各個人に対し安全衛生

への意識と知識を教育し、自職場で正しい行動が確実に身

に付くまで徹底した訓練を行い、本人はもとより仲間・部下

の安全を確保する必要があります。 

　職場の安全衛生活動の最も大切な要件の一つとして、

教育と訓練を計画的に実施しています。 

■ 安全衛生教育による意識・知識の向上 

■ 労働災害発生頻度の推移 
※休業度数率＝ ×100万 

休業災害件数 

延べ労働時間 
1.20

1.00

0.80

0.60

0.40

0.20

0.00
01年 02年 03年 04年 05年 06年 （年度） 

（休業度数率） 

全製造業 

一般機械器具製造業 

輸送用機械器具製造業 

当社 

玉軸受・ころ軸受製造業 

改善の推進 
・旧光洋 
改善率（75%） 
リスク評価 
・旧豊工（全工場） 

・登録 
・自主的活動 
・他社災害 
事例の展開 

RA教育の実施（継続） 

統一テーマ活動（ハイリスク対策の確認） 

OSHMS海外トライ 

全豊田OSHMSの反映 

RA海外トライ 

認定制度 
確立 

作業手順書整備 
・定常作業　・異常処置 

赤チン・ヒヤリハットの正直報告・対策推進 
ＫＹＴ基礎４Ｒ法の充実 

　　　  OSHMSの認証活動（継続） 
旧光洋（取得済） 

災害分類の改訂 
・災害定義（重点6追加） 
・報告の明確化 

作業手順書整備（継続：ハイリスクから順次） 
表から絶対数把握（手順書数／作業工数） 
・内部監査において、整備状況の監査 

旧豊工（06年：刈谷・岡崎、07年：花園・田戸岬・東刈谷） 

内部監査充実 
（チェック表改正・自主監査） 

改善率 
100％ 

リスク評価の充実 
・年間テーマによる再評価 
 （低頻度作業・重点6災害等） 
改善率100％の継続 

レベルアップ 
・内部監査員資格取得・研修 

安全・衛生・健康 

社会との関わり 13

 

安全で快適な職場環境づくりと心身ともに健康な身体づくりを目指して 

～安全・衛生・健康・交通～  

経営会議 

(国内：対象20社) 
関係会社安全連絡会(1回/4ケ月)

ジェイテクト現法安全連絡会(仮称) 
※07年度より活動 

全社安全衛生管理委員会（2回/年9、3月） 
委員長：専務 
委　員：常務会出席の役員、設備安全設計委員会委員長、工場長、 
　　　 総括産業医、本社機能代表（人事部、営業統括部）、労働組合代表 
オブザーバー：監査役、事務局：安全衛生環境管理部長 

設備安全設計委員会（4回/年） 
委 員 長：生産技術開発部担当役員 
メンバー：生産技術開発部、工機部、 
　　　　 4事業本部の生産技術部 
事 務 局：安全衛生環境管理部長 

安全衛生推進会議（1回/月） 
メンバー：地区統括部門(12工場+3機能) [工務部長+安全担当者] 
事 務 局：安全衛生環境管理部長 

各工場安全衛生委員会（12工場+3機能）（1回/月） 
委員長：工場長 

グローバル展開 

従業員との関わり 



1.安全、衛生 

（1）労働安全衛生マネジメントシステムに基づく活動 
　　 ● リスクアセスメントの推進による作業方法・設備の改善 

　　 ・リスクアセスメント研修の実施 

　　 実施回数（延べ20回）、受講人数（延べ527人） 

　　 ・リスクアセスメント（評価）の実施件数 

　　 実施件数 14,837件／設備台数 17,812台 

　　 ● 外部機関による認定取得 

　　   ・06年度（新規）：刈谷・岡崎、（更新）東京 

　　   ・07年度：（新規取得予定）：花園、東刈谷、田戸岬　 

　　   ※07年度で国内の生産工場の認定取得は完了 

（2）安全に強い人づくりの推進 
　　 ● ルール順守の徹底（手順書の整備・教育・訓練） 

　　 ● 報告の徹底と横展開の徹底 

（3）設備本質安全化の取り組みの推進 
　　 ● 設備安全規格の統一化 

　　 ● 第3者による起動防止対策（ロックアウトシステム）の推進 

（4）フォークリフトのシートベルト装備 
　　 ● 社有フォークリフト全台にシートベルト装備完了 

（5）職場環境の向上 
　　 ● 騒音第Ⅲ管理区分職場の改善（目標：2010年ゼロ） 

　　 ● 暑熱職場の改善　 

　　 ● エルゴノミクスの取り組みによる作業負担の軽減 

 

（1）心の健康づくり 
うつ病の発症予防を主眼とした、メンタルヘルス対策を

積極的に推進しています。 
● 管理監督者メンタルヘルス教育・リスナー教育の実施 
・メンタルヘルスの基礎知識、部下の異常を早期に 
発見する方法、積極的傾聴法  
● ストレス調査の実施 
・自己のストレスへの気づき、調査結果職場報告　 
● 高ストレス者カウンセリングの実施 
● メンタルへルス情報の提供 
・毎月15日「健康の日」 

（2）生活習慣病対策 
生活習慣病を予防するための集団教育を実施しています。 

生活習慣病予防教育 
目的:生活習慣改善の動機づけ 
対象者:メタボリックシンドローム有病者 

教育内容 
● 血管年齢測定（目的:動脈硬化の把握） 
● 健康食の試食（低カロリー、バランス食） 
● 食生活改善教育 

OSHMS認証取得（刈谷） OSHMS認証取得（岡崎） 設備安全規格の統一 

■ 06年度の主要施策 

 

2.交通、防火 

（1）交差点事故防止を重点にした職場活動の活性化 

（2）火災を出さない職場作り 
　　 ● 防火診断に基づく設備対策等の推進 

　　 ● 部防火管理者による防火点検の実施 

　　 ● 初期消火訓練の実施 

トヨタG 
統一活動 
イエローストップ 
活動の推進・ 
交差点のKY立哨 

安全運転誓約 
安全運転カードの携帯 

職場活動 

自主検査表 

交通KYT4R法 
小さな事故を大切にした要因分析・対策の展開 

3.心と身体の健康づくり 

　従業員一人ひとりが健康を大切にし、毎日が楽しく生き

生きとした生活が送れるように支援することをねらいとし

て健康管理活動を行っています。　心と体の健康づくりの

取り組みとして、予防活動レベルと健康の度合いに合せた、

生活習慣病予防の活動やメンタルヘルス活動を積極的に

推進しています。 

プライベート
含む全ての
事故の再発
防止対策の
実施 

重大・人身
事故対策
の全社展
開100％ 

現場点検 点検結果工場集約 

部門長による防火診断 

ポルトガル語による 
消火設備取扱い方の徹底 

初期消火訓練 

初期消火訓練の実施 
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　社長を委員長とする「地球環境保全委員会」で、環境に

関する全社の方針や目標、方策を審議・決定するとともに、

環境方針に掲げる重点テーマに取り組むため、6つの専門

部会を設置し活動の充実を図っています。  

　各工場では工場長を委員長とする「工場環境保全委員会」

を設置し、地球環境保全委員会の方針や計画にもとづき、

各部門の具体的な活動を推進し成果に結びつけています。 

地球環境保全委員会を中心とした、全社一元管理体制 

　当社は、地球環境にやさしいモノづくり企業として、生産性向上による環境負荷低減とともに、環境配慮型製

品の開発・提供を通じて地球環境に貢献し、持続可能な社会の実現に向けて活動を推進しています。 

地球環境保全委員会 
委員長　取締役社長 

環境管理責任者 

内部環境 
監査員チーム 

グローバル 
ジェイテクトグループ 
環境連絡会 

環境専門部会 

①環境設計部会 

②省エネ部会 

③物流部会 

④省資源部会 

⑤廃棄物部会 

⑥地域環境部会 

各工場 
工場環境保全委員会 

工場以外※ 

※第3者認証範囲外 

1.地球規模での環境保護が企業の重要な使命の一つであることを深く認識し、当
社の国内外のあらゆる事業活動・製品およびサービスにおいて、自主的かつ積極
的に地球環境保全活動を推進する。 
2.事業活動と環境を調和させるために環境管理システムを確立し、環境問題を継続
的に改善する。また、原材料等の供給者との協力を推し進める。 

3.事業活動に関連する環境側面に関係した環境法令・条例・協定およびその他の要
求事項を順守し、積極的に環境汚染の予防に努める。 
4.地球環境保全上の技術的ニーズを的確に把握し、これらに対応する商品を開発
提供することで世界の省エネルギー・省資源化に貢献する。 
5.全社員の環境意識を高揚して、事業活動・製品およびサービスに関する環境管理
重点テーマとして次の項目に取り組む。 
 
 
 
 
6.環境保全体制の整備と環境保全活動の目的と目標を定め、定期的なレビューを
行い、全従業員が協業して環境保全活動を推進する。 
7.各事業場の立地条件を認識し、関係諸官庁・地域住民とのコミュニケーションを
図り、地域社会の環境改善に協力する。また必要に応じて、環境管理活動の実施
状況について公開する。 

環境方針 

1消費エネルギーの有効活用によるCO2削減  
3主資材・副資材の削減 
5化学物質管理の徹底及び環境負荷物質の低減 

2廃棄物の削減 
4物流に関するCO2削減 
6地域環境の維持及び改善 

ジェイテクトグループ 
環境連絡会 

国　内 

海外ジェイテクトグループ 
環境連絡会 

海　外 

グローバル環境マネジメントの推進 
　グループ全体の取り組みを推進するため、「グローバルジェイテクトグループ

環境連絡会」を設置し、国内外の関係会社と環境活動を展開しています。　

2006年度は、海外の現地法人を北米・南米，欧州，アジア，中国の４極に組織し、

体制の強化を図りました。 

　当社では、全社統一の環境方針を定め、当社の敷地内で

作業する外部業者を含めた全従業員に周知徹底するとと

もに、社外にも公開します。また、工場の独自性・地域性を

踏まえ、工場環境方針を定めている工場もあります。 

ハイライト 

グローバルジェイテクトグループ 
環境連絡会アジアグループ会議 
KOYO MANUFACTURING （THAILAND） 

工場見学 
JTEKT AUTOMOTIVE （THAILAND） 

　2007年5月、タイ，フィリピン，マレーシアなどの現地法人6社の代表者

が参加し、第1回のアジアグループ会議を開催しました。 

　会議では、地球温暖化防止・資源循環のジェイテクトグループ共通環境

目標の達成に向け、環境情報を共有化し、改善事例を水平展開するなど、

各社が果たすべき役割を確認しました。 

グローバルジェイテクトグループ環境連絡会アジアグループ会議 
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環境方針 

環境パフォーマンス 推進体制  



 

 

 

　当社では、2010年に向けて、「環境取り組みプラン」を

策定し、取り組み方針および具体的目標を定め、循環型社

会の実現に向け、関係会社を含めた環境保全活動を展開

しています。 

　すでに2010年度の目標を達成した項目※については、

更に厳しいチャレンジ目標値を設定し、活動しています。 

● 基本方針・行動指針の共有化 国内グループ会社とともに活動継続 

項　　目 内　　容 2006年度活動実績 

体制整備と活動充実 

【3】 連結経営に対応した環境マネジメントシステムの拡充 

● 環境保護活動への参画 

● 自治体との連携および支援 

● インターネットを活用した環境情報提供の充実 
● 環境報告書の充実と継続発行 
● 地域社会のボランティア活動の推進 

工場周辺の清掃活動等の実施 

地域懇談会の実施 

環境報告書の発行 

項　　目 内　　容 2006年度活動実績 

社会貢献活動の推進 

地域社会とのコミュニケーションの充実 

広報活動・情報開示の推進 

【4】 企業市民として社会的保全活動への積極的な参画 

● グリーン調達の一層の推進 

● 環境に配慮した「調達ガイドライン」を策定し、取引先へ展開 

● 環境効率の向上　07年度末までに02年度比1.67倍 

・パワーステアリングの環境効率向上 

・トルセンLSDの軽量・小型化 

・CVTオイルポンプの軽量化、消費エネルギー低減 

・プラネタリ用針状ころ軸受の長寿命化 

・トップセンタ（TH-555F3）の 
クーラント量削減による消費電力削減　　　など 

環境マネジメントシステムの構築 

項　　目 内　　容 2006年度活動実績 

開発・設計段階での取り組み 

取引先との連携強化 

【2】 環境に配慮した開発・設計 

■ 第4次環境取り組みプラン　2010年度の目標 

● CO2総排出量 ： 2010年度末までに総排出量を03年度比5％減  

● CO2原 単 位 ： 2010年度末までに原単位を90年度比7％減※
 

　 ・エネルギーロス低減の一層の推進（原動力・エネルギー多消費設備等） 

● PRTR対象物質 ： 2010年度末までに98年度比60%減 
　 ・塗料の使用効率向上等による塗料溶剤排出量の削減 
　 ・対象物質含有率の少ない製品への変換　・塗装塗着率の向上 

● 埋立廃棄物ゼロ ： 2010年度末までに98年度比99%減 

● 焼 却 廃 棄 物 ： 2010年度末までに04年度比50％減※ 

● 排出物原単位 ： 2010年度末までに03年度比5%減※ 

 　● 主資材重量原単位 ： 2010年度末までに05年度比5%減 
 　● 主資材金額原単位 ： 2010年度末までに05年度比5％減 
 　● 副資材金額原単位 ： 2010年度末までに05年度比5％減 

　 ・ニアネットシェイプによる取代削減　・材料歩留り改善　･金型,刃具の長寿命化　  
　 ・廃油の削減と再利用化　・発生源対策の推進　・材料ロスの低減 
　 ・切削液の長寿命化　　　・廃棄物のリサイクル率の向上 

● 輸送段階におけるCO2排出量を2010年度末までに90年度以下 

● 輸送段階におけるCO2原単位を2010年度末までに90年度比40％減 
　 ・輸送方法の改善　  ・モーダルシフトの拡大 

276,455(t-CO2) 

43.5(t/億円)

103(t)

36(t) 

1,463(t) 

10.1(t/億円) 

1.719(t/百万円) 
12.09(百万円/百万円) 
5.89(百万円/百万円)

17,881(t-CO2) 

2.85(t/億円)

241,373(t-CO2) 

55.4(t/億円)

77(t)

03年度に達成済　ゼロ化を継続 

1,200(t) 

11.5(t/億円) 

1.633(t/百万円) 
11.49(百万円/百万円) 
5.60(百万円/百万円) 
 

15,865(t-CO2) 

2.16(t/億円)

※チャレンジ目標有り 

項　　目 内　　容 2006年度活動実績 2010年度活動目標 

温暖化防止対策の推進 

環境負荷物質の管理・削減の強化 

廃棄物低減と省資源の推進 

物流合理化の推進 

【1】 環境負荷の削減強化による環境保全活動の充実 

環境負荷低減の共通の指標として、「環境効率の基本式」を導入し、 
環境効率向上により、新製品の環境負荷を軽減する。 

　 ・環境効率の基本式 ＝ 製品の性能/製品の環境負荷 
　　　＝1/　（W2+T2+E2）　W ： 質量項, T ： 損失項, E ： エネルギー項 
　 ・環境効率向上 ＝ 新製品の環境効率/基準製品の環境効率 

環境取り組みプラン 

2006年度活動実績  
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2006年度 ISO14001認証取得会社（海外） 

2006年 6月 

2006年 11月 

2006年 11月 

2006年 12月 

2007年 3月 

2007年 4月 

海外グループ会社 認証取得日 

KJKC（韓国） 

JAPL（チェコ） 

JAPA（チェコ） 

KLF （中国） 

SF-KOYO （中国） 

KDC （中国） 

環境監査  

環境パフォーマンス 17

 

 

 

 

　環境管理レベルの継続的向上・改善がされているか、

また潜在的環境リスクの軽減等を評価するため、年1回、

内部監査を実施しています。06年度は、重大な指摘事項

はありませんでした。その他の指摘（観察事項）については、 

 

 

 

　07年4月にISO14001サーベイランス審査を受審し、

各職場の日常業務が目的・目標達成に向けた環境改善活

動に直結している等の評価を頂きました。重大な不適合と

なる指摘事項はなく、観察事項として5件の指摘を受けま

した。これらの指摘については、関係部署と連携し、是正処

置を行いました。今後も環境マネジメントシステム運用す

るためのルールを整備するなど、環境管理活動の強化を

図っていきます。 

 

 

 

　海外のジェイテクトグループ各社において、2006年度は、

KJKC（韓国）、JAPL（チェコ）、JAPA（チェコ）など、6つ

の海外事業場でISO14001を認証取得しました。 

 

 

 

 

すべて是正完了して改善を図りました。 

　また、内部監査の結果は、地球環境保全委員会を通じて、

関係経営層に報告しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　チェコの海外現地法人、JAPL社とJAPA社の2社が

2006年11月にISO14001の認証を取得しました。 

　チェコは豊かな自然と中世の街並みが残る美しい国で環

境保護のニーズは非常に高く、積極的な活動を行っています。 

　電動パワーステアリングの製造を通じて、省エネルギー、

排気ガス削減で地球環境保護に貢献すると共に、ごみの分

別やリサイクル・有害物の適正管理など、地域の環境保護

に向けた継続的改善を行っていきます。 

サーベイランス審査 '07年4月 

■ 内部監査 

■ 外部審査 

■ 海外関係会社の取り組み ■ チェコの現地法人がISO14001を認証取得 

　当社では、環境マネジメントシステムが継続的に維持・改善されているかを評価するために、内部監査及び

外部審査を毎年実施しています。 

JAPL



環境保全コスト 

環境保全コスト内訳 

　環境保全対策にともなう経済効果については「製品負荷価値への寄与」、

「環境リスク回避」、「企業イメージの向上」等の効果は算出していません。 

省エネ効果等の確実に把握できる範囲で集計しております。 

 

集計範囲：株式会社ジェイテクト単独 

（本支社、物流センター、研究開発部門、全工場） 

集計期間：2006年度（2006年4月～2007年3月） 

原価償却費は含んでおりません。支出目的が複合する費用につ

いては、按分集計しています。 

環境保全対策に伴う経済効果 

 

　2006年度の環境保全コストは、投資が13.3億円、

経費が37.9億円の計51億円となりました。 

 前年度と比較し、地球温暖化対策を目的とした省エ

ネルギー対策費が増加しています。 

　環境保全対策にともなう経済効果は16.6億円と

なり、鉄スクラップ有価物売却、研磨スラッジの固形

化売却に加え、ショットかすのリサイクルを逆有償か

ら有価売却に改善した効果も貢献しています。 

2006年度環境会計集計結果 

（単位：百万円） 

環境会計  
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（単位：百万円） 

投　資 

 

 
238 

 

295 

 

32 

 

　 
－ 　 

 

1 

 

730 

 
－ 　 

 
33

主な内容 

 

● 排水路整備 

● 排水処理設備の保守・維持管理費 

● 集塵機などの保守・維持管理費 

● 省エネルギー対策費 

● 廃棄物の減量化などに関する 
　 投資と維持管理費 

● 廃棄物処理、リサイクル等の費用 

● グリーン購入費用 

● 業界団体への負担金等の経費など 

● 教育、啓発活動費 

● ISO14001認証維持費用 

● 環境監視、測定費など 

● 環境配慮型製品の研究開発費 

● 環境情報公表のための経費 

● 緑化等の費用 

● 汚濁負荷量賦課金（東京・徳島） 

● 地下水、土壌浄化のための費用 

費　用 

 

 
282 

 

57 

 

637 

 

 
632 

 

215 

 

1,741 

 
59 

 
164

 

 
利　益

 

 

費用削減 

経済効果 

 
1,246 

243 

　 
171

効果の内容 

主たる事業活動で生じた廃棄物のリサイクル 
及び使用済製品等のリサイクルによる事業収入 

省エネルギーによるエネルギー費の削減 

省資源及びリサイクルに伴う廃棄物 
処理費用の削減 

11,541

2632

3216

42,471

559
6197

合　計 

総　額 

1,329

5,116

3,787

合　計 1,660

　環境保全活動に伴う投資や費用、および環境保全対策に伴う効果を把握し、環境保全対策を効果的かつ効率

的に実施していくために、環境会計を集計しています。  

　今後もステークホルダーの方々に、当社の環境保全活動をご理解していただくための重要な手段の一つとし

て、環境会計の充実に取り組むとともに、企業経営に活用することが出来るよう、改善に努めていきます。 

　　　　分　　類 

1 事 業 エリア内コスト  

 

①公害防止コスト 

 

②地球環境保全コスト 

 

③資源循環コスト 

2 上・下 流コスト  

 

3 管 理 活 動コスト  

 

4 研 究 開 発コスト  

 
5 社 会 活 動コスト  

 
6 環 境 損 傷コスト  



主な環境関連資格者数（2006年度） 

27名 

30名 

28名 

14名 

28名 

13名 

260名 

大気 

水質 

騒音 

振動 

 

公害防止管理者 
 

 

エネルギー管理士 

エネルギー管理員 

内部環境監査人 

環境教育／訓練  
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　当社では、全従業員の環境意識の向上を図るため、さま

ざまな環境教育を実施しています。 

《環境自覚教育》 

　毎年6月の環境月間行事として、従業員を対象に各工

場で環境自覚教育を実施しています。 

　地球環境問題、ジェイテクトの環境取り組み、従業員

一人ひとりが環境保全に対して守るべきことを教育して

います。 

《内部環境監査人教育》 

　従業員,関係会社の方を対象に、年1回、「内部環境監

査人教育」を実施しています。この教育は、新規に内部

監査人を養成する教育と、既に内部環境監査人として登

録している方のための再教育があります。 

　06年度は、社内外含め95名が受講し内部監査人とし

て、新規に登録されました。 

《新入社員・階層別教育等》 

　新入社員や新任の基幹職、総合職、技能職の方に全社教

育カリキュラムの中で環境に関する教育を実施しています。 

《環境影響を与える設備の教育》 

　環境影響を与える設備に関しては、適切な管理ができ

るよう各職場ごとに教育を実施しています。 

 

 

 

　ジェイテクトでは、緊急事態が起こったときにすぐ対応で

きるよう、緊急訓練を各工場で定期的に実施しています。 

 

環境自覚教育（亀山工場） 

内部監査人養成教育 

工場総合防災訓練（田戸岬工場） 油流出事故を想定したオイルフェンス展張訓練（田戸岬工場） 

■ 環境教育 

■ 緊急事態訓練 

　企業の環境取り組みを推進するためには、従業員一人ひとりが自らの業務の中で、環境に対して何ができるか

を認識することが必要です。 

ジェイテクトでは、環境教育や訓練などの機会を通じて、従業員の環境保全に対する意識向上を図っています。 

 



 

　工場排水や大気放出物質について、法基準より厳しい自

主基準値を設定し、未然防止に努めています。2006年度

において、環境法令違反や罰金・科料はなく、環境に関する

訴訟もありませんでした。 

環境リスク低減への  
取り組み  
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　当社では、地域環境に悪影響を及ぼすような法令違反や異常・苦情のゼロに向けて、未然防止対策を環境マ

ネジメントシステムに組み込み、環境リスクの低減に取り組んでいます。 

環境法令等の順守状況  

　過去に洗浄剤などで使用していたトリクロロエチレンに

よる地下水汚染について、刈谷工場と岡崎工場で、揚水曝

気方式（※1）による工場敷地外への流出防止・浄化対策

を引続き実施しています。  

　岡崎工場においては浄化促進対策として、2004年度か

ら栄養剤注入による微生物浄化法（※2）を進めています。

 　また、地下水の測定結果については行政に報告すると

ともに、地域住民の方へは「地域懇談会」を通じてご説明

しています。 

※1 揚水曝気方式：  

　　地下水を汲み上げ噴霧し、下からエアーを吹付けて有機溶剤を気

　　化・分離し、活性炭に吸着させ除去する方式。 

 
※2 微生物浄化法：  

　　微生物機能を活用して汚染した環境を修復する方法で、栄養剤等

　　の注入により現場に生息する微生物の浄化機能を高める方法。 

土壌・地下水に関する取り組み（継続報告） 

2006年度 トリクロロエチレン測定値 

環境基準値 0.03  単位；ｍｇ／L

※記載工場以外の敷地境界観測井戸では検出していません。 

工　場 

刈　谷 

岡　崎 

地下水測定結果の最大値 

0.93 

0.35

 

　2006年度、環境に関する苦情として、工事に伴う悪臭

苦情などが4件ありました。いづれも是正処置を完了する

とともに、他工場への横展開を図っています。  

　今後も継続的な取り組みより、未然防止活動を推進して

いきます。  

　なお、環境に関する事故はありませんでした。 

 

  全ての廃棄物処理業者および収集運搬業者に対して、年

1回の現地確認を実施し、当社が委託した廃棄物が適正に

処理されていることを確認しています。　 

環境事故・苦情 

産業廃棄物処理・収集運搬業者の現地確認 

焼却施設の現地確認（2007年3月） 



開発の狙い 
● ブラシレスモータ化（小型化、軽量化） 
● ホールIC式トルクセンサ採用（小型化、軽量化） 

効果 
● 質　　  量 ：26％削減 
● トルク低減 ：19％低減 
● 消費エネルギー ：83％低減 

2
0
0
6
年
度
の 

取
り
組
み 

環境 
効率向上 
1.56

システム別燃費比較 

燃
費 

HPS 
（従来） 

HPS 
（高圧） 

H-EPS
0

2

1

3
（％） 

H-EPS 
（Idle&Go制御） 

EPS

3.0

2.5
2.0

1.0
0.5
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● コラムアシストタイプ 

Ⅰ.電動パワーステアリング 

　当社は、環境配慮型商品の開発・提供により、世界の省エネルギー・省資源化に貢献することを環境方針に掲げています。 

開発商品の環境負荷低減効果を数値で評価出来るように「環境効率の基本式」を指標として定め、取り組んでいます。 

従来設計に対して、高出力化アイテムを織り込み効率改善 

　ステアリング装置は自動車を構成する数多くの部品の中でも、特にその性能と信頼性が重視さ

れます。当社はステアリングの総合メーカーとして、客先のあらゆるニーズに応え、従来のQ（Quality 

品質）、C（Cost コスト）、D（Delivery 納期）に加え、E（Environment 環境）、S（Safety 安全）、

C（Comfort 快適）を重視し、日欧米にテクニカルセンターを設け、地球環境保全に貢献する製品

をグローバルで提供しています。 

　電動式パワーステアリングは従来に比べ燃費やコンパクト性に優れていますが、全ての車両に適

用するには更なる高出力化が必要であり、その高出力化の技術開発と平行して、他のシステムにつ

いてもそれぞれの利点を生かした環境設計に取組んでいます。 

ステアリング 

環境効率は軽量コンパクト化や省エネ等の度合いから算出される数値で、

「環境負荷」はその逆数として求められます。環境効率※の値が1.25であ

れば、環境負荷低減の値は次の式で求められ、20%の低減となります。 製品の性能／製品の環境負荷＝1/　W2＋T2＋E2 

W：質量項　Ｔ：損失項　E：エネルギー項 

※環境効率の基本式 

（1－　　　）×100 ＝ 20％ 1
1.25

ステアリングの種類とその適用車両 
適用車両 

乗用車 

軽 　小型　中型　大型 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○

○ 

○ 

○ 

○

○

○ 

 

 

○

○

○ 

 

 

 

 

○ 

車室内 

エンジンルーム内 

エンジンルーム内 

エンジンルーム内 

エンジンルーム内 

搭載場所 大型 
車両 

Ⅰ.電動式パワーステアリング（EPS） 
　● コラムアシストタイプ（C-EPS） 

　● ピニオンアシストタイプ（P-EPS） 

　● ラックアシストタイプ（R-EPS） 

Ⅱ.電動ポンプ油圧式パワーステアリング（H-EPS） 

Ⅲ.油圧式パワーステアリング（HPS） 

開発・設計段階での取り組み  

ラック軸力12000N可能 
新トルクセンサにより欧州新安全規格適合 



開発の狙い 
● モータ／コントローラハウジング最適化 
　 （小型化、軽量化） 

効果 
● 質　　  量 ：22％削減 
● トルク低減 ：22％低減 
● 消費エネルギー ：83％低減 

開発の狙い 
● モータ／コントローラハウジング最適化 
　 （小型化、軽量化） 

効果 
● 質　　  量 ：20％削減 
● トルク低減 ：10％低減 
● 消費エネルギー ：67％低減 

開発の狙い 
● 摩擦圧接ラック（軽量化） 
● 高流量バルブ（低損失化） 
● 高流量ポンプ（低損失化） 

効果 
● 質　　  量 ：10％削減 
● トルク低減 ：20％低減 
● 消費エネルギー ：17％低減 

開発の狙い 
● E-VGR一体型（小型化、軽量化） 
● モータ効率向上（小型化、高出力化） 

効果 
● 質　　  量 ：22％削減 
● トルク低減 ：36％低減 
● 消費エネルギー ：83％低減 

第4回「ものづくり部品大賞」（主催：日刊工業新聞社、後援：経済産業省／日本工業会議所）の「自動車部品賞」受賞 

環境 
効率向上 
1.55

環境 
効率向上 
1.39

環境 
効率向上 
1.18

＊ C-EPS、P-EPS、R-EPS、H-EPS、E-VGRは（株）ジェイテクトの登録商標です 
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環境設計 

環 境 パフォーマンス  

2
0
0
6
年
度
の 

取
り
組
み 

● ピニオンアシストタイプ 

従来設計に対して、小型軽量化アイテムを織り込み効率改善 

2
0
0
6
年
度
の 

取
り
組
み 

Ⅱ.電動ポンプ油圧式パワーステアリング 

従来設計に対して、小型軽量化アイテムを織り込み効率改善 

2
0
0
6
年
度
の 

取
り
組
み 

Ⅲ.油圧式パワーステアリング 

従来設計に対して、軽量化、低損失アイテムを織り込み効率改善 

2
0
0
6
年
度
の 

取
り
組
み 

● ラックアシストタイプ 

従来設計に対して、小型高出力化アイテムを織り込み効率改善 

環境 
効率向上 
1.69



環境 
効率向上 
1.10

環境 
効率向上 
1.62

従来品  

ポンプ（ギヤポンプ） 

ハウジング 

ケース 
フランジ 

インターナルギヤ 

出力シャフト 

軽量・小型化 開発品  

部品一体化に 
より3部品削減 

質
量
比（
％
） 

従来品 
0

50

100

開発品 

100

70

軽量化 

消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー 

従来品 
0

0.5

1

開発品 

1

0.61

39％減 

質
量
比 

従来品 
0

0.5

1

開発品 

1

0.63

37％減 

30％減 

車両 
燃費向上 
0.9％ 
 

車両 
燃費向上 
0.1％ 
 

構造と特長　 

● インターナルギヤ・フランジ・出力シャフトを一体化し 
　 ケースレス構造とすることで大幅な軽量化・小型化を実現 

 

 

 

　高級車（レクサス）用に、従来より圧倒的に軽量・小型化した製品を新開発し、車両燃費向上に貢献しました。 

 

 

 

　小型車CVT用オイルポンプにおいて、従来品に対して 

大幅な軽量化と低吐出量化により、車両燃費向上に貢献しました。 

構造と特長　 

● ハウジング外径の小径化による軽量化 

● ポンプ吐出量を39％低減し、消費エネルギーを低減 

　自動車には地球温暖化防止や大気汚染防止等、環境への対応が求められています。 

当社の駆動部品では、高度な成形加工技術、要素部品設計技術を駆使することにより、小型軽量化

及び消費エネルギー低減を推進して自動車の燃料消費量低減を図り、地球環境保護に貢献しています。 
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開発・設計段階での取り組み  

超小型トルセンLSD

駆  動  

小型CVTオイルポンプ 



 寿
命
時
間（
H
rs
） 

現行品 
0

200

400

600

800

1,000

開発品 

 
8倍向上 

開発品  
効　果 

 

 

 

● 独自開発の長寿命熱処理加工技術に加え、 

　 プラネタリシャフトに表面改質処理 

　 （ショットピーニング※）を実施 

開発の狙い 
● 高速性，低トルク性を生かしながら、長寿命化を図る。 

効果 
● 現行品と比較し8倍の寿命。 

※ショットピーニング　無数の硬い球状の粒子を材料の表面に打ち付け、部材の表面に大きな圧縮残留応力を生じさせ、金属の疲労強度を高める加工技術 

プラネタリシャフト（左）　針状ころ軸受（右） 
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環境設計 

環 境 パフォーマンス  

　当社は、Gear Chain Industrial B.V.（オランダ 以下 ＧＣＩ社）と

無段変速機（ＣＶＴ）用インボリュートチェーンのパテントおよびノウ

ハウに関する独占ライセンス契約を締結し、ＣＶＴ用高効率チェーン

の開発に成功しました。 

　近年、自動車の燃費向上を目的に、自動車メーカーは自動変速機（Ａ

Ｔ）から無段変速機（ＣＶＴ）への切り換えを進めています。現在、ＣＶ

Ｔには金属ベルト式とチェーン式が採用されておりますが、当社が軸

受事業で培ってきた様々な要素技術を活かして開発した「ジェイテ

クト・インボリュートチェーン」は、既存の金属ベルトより高効率で、

かつ、既存チェーンよりも低騒音を実現しました。 

　また、本製品のトルク容量は金属ベルトの2倍以上の可能性があり、

当社は既存ＣＶＴへのチェーン適用だけではなく、これまで対応が難

しかった大トルク領域にもＣＶＴの適用車種や応用領域を拡大して

いくことで、省エネルギー・省資源に貢献してまいります。 

ＣＶＴ用高効率チェーンの開発 

長寿命プラネタリ用針状ころ軸受 

　産業の発展に伴い、長寿命・軽量・高速回転など、ベアリングに求められる性能はますます高度化・

多様化しています。当社は、自動車・半導体・製鉄設備・家庭用機器・宇宙など、あらゆる産業で必要

とされるベアリングの効率化・軽量化により、地球環境保全に貢献しています。 

軸  受  

【ジェイテクト・インボリュートチェーン（Ｊ－ＩＣ）の特長】 

● 高効率かつ高トルク容量 
Ｊ－ＩＣは、変速比の大きな低・高速領域で高い効率を有するため、既存Ｃ
ＶＴよりもさらに高い燃費性能を発揮します。（燃費計測モード10－15
で既存ＣＶＴ比4～5％の燃費向上） 
また、現在のＣＶＴに使われている金属ベルトはトルク領域上限が350
Ｎｍ程度であるのに比べ、Ｊ－ＩＣは2倍の大トルク域までの可能性を保
有していることも把握しており、多目的車（ＳＵＶ）だけでなく、自動車以
外の領域までＣＶＴ適用を拡大できる可能性があります。｠ 

● 低騒音 
Ｊ－ＩＣは独特の構造を有しており、チェーンがプーリーに噛みこむとき
の衝突エネルギーを抑え、これまで課題とされてきたチェーンの騒音
を低減しました。 

 
針状ころ軸受 

表面改質（ショットピーニング）の 
実施 

長寿命化 

表面改質範囲 

プラネタリギヤ 

シャフト 

 
リングギヤ 

 
キャリア 

 
サンギヤ 

環境 
効率向上 
1.22



● 直下ベット及び、オイルパン傾斜角の拡大による 

処理性の向上、ベット切粉流し配管位置変更 

（オイルパン直前）・・・・図2

②ポンプ容量の見直し 
低圧1.5kW→0.55kW 
中圧2.2kW→1.1kW

● クーラントバルブによる圧損低減 

低圧損クーラントバルブの採用 

● クーラントノズルの最適化・省エネノズルの採用 

高圧クーラントの省エネ 
①スルークーラント量の最適化 
・スルークーラント量は、中圧1.0MPaの場合10R/minで 
十分であることを確認した 

消費電力 

従来 

最適化 

切り屑処理に優れた 
横型マシン 
さらに 
切り屑エリア 
巾990に最小化 

オイルパン部ノズル 切り屑直下 

傾斜角の拡大 
中圧 
2.2kw

低圧 
1.5kw

中圧 
1.1kw

低圧 
0.55kw

 1.65kw

3.7kwクーラントタンク容量 

従来 

最適化 
870L

600L

【クーラント量削減と電力の削減】 

● 切り屑飛散範囲の最小化 ・・・・・図1 

加工エリアに合わせた 
治具部最小化 

開発・設計段階での取り組み  
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設備の小形化による切り屑飛散範囲を最小化  
クーラント量、エネルギーの削減 

図1

図2

　当社の小形円筒研削盤 EGProcessorが（社）日本機械工業連合会主催による、平成17年度優秀

省エネルギー機器表彰の「日本機械工業連合会会長賞」を受賞しました。  

　受賞した EGProcessorは、当社がＮＥＤＯ（独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構）

との共同研究により開発し、2004年秋の日本国際工作機械見本市に「地球環境にやさしい新世代の

研削盤」として参考出品していました。 

　今回の表彰では、同機の特長である省エネルギー（研削中の消費エネルギーを従来機比50％以上

低減）や、省スペース（フロア面積を従来機比60％削減）、生産性向上（サイクルタイムを従来機比10

％以上短縮）が評価されました。 

小形円筒研削盤 EGProcessorが「優秀省エネルギー機器表彰」を受賞 

1300

トップセンタTH-555F3 :  
クーラント量削減による消費電力削減 

　工作機械は、地球温暖化防止に対応した電力消費量削減や省資源が地球環境保護の上から重要で

あるとの認識のもと、開発を進めています。製品アセスメントを実施し、製造から廃却までのライフサ

イクルに対し環境に与える影響を評価しており、環境負荷の少ない製品をお客様に提供しています。 

工作機械 

990

G3実測結果（中圧1.0MPa） 吐出量 

2.8R／min

0.4R／min

7.8R／min

φ7.6DR（スルー穴φ1×2） 

TAP M6（スルー穴φ0.8×1） 

工具なし（ホルダーのみ、プルボルトφ4） 

環境 
効率向上 
1.14



 

 

 

　環境保全活動は、事業活動の全ての段階で環境負荷を

低減することが重要です。  

　当社では、資源・エネルギー投入量（インプット）と環境

への排出量（アウトプット）の全体像を定量的に把握し、事

業活動の各段階での環境負荷低減に取り組んでいます。  

　下図に2006年度の資源・エネルギー投入量と環境へ

の排出量を表します。  

　鍛造，鋳造，熱処理，機械加工工程などのエネルギー使用

に伴う地球温暖化の防止をはじめ、各工程からの排出物や

塗装工程などでの化学物質使用による環境負荷低減を計

画的に推進しています。 

GJ ギガジュール（熱量を表す単位）　G＝109 
PRTR法 環境汚染物質排出・移動登録の略で、化学物質の環境への 
 排出移動量を行政に報告し、行政が公表する制度 
 （Pollutant Release and Transfer Register） 

・・・・・・・・ 
　　 ・・・ 

NOx 窒素酸化物 
SOx 硫黄酸化物 
COD 化学的酸素要求量（水質汚濁の度合いを表す指標） 

・・・・・・・ 
・・・・・・・ 
・・・・・・・ 

資源・エネルギー投入量 

合計 230千 t
原材料（金属、非鉄金属） 

合計 187 t

化学物質（PRTR法対象物質） 

合計 6,843,442 GJ
エネルギー 

電　　力 575,649 

都市ガス 17,348 

L P G 3,168 

灯　　油 978 

A 重 油 4,863

・・・・・ 

・・・・・・・ 

・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・ 

MWh 

千Nm3 

t 

kr 

kr

合計 2,690千 m3水 
上　　水 571 

工業用水 267 

地 下 水 1,852

・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・ 

千m3 

千m3 

千m3

物流 

包装梱包材　　　　　5,497・・・・・・・・・ t

環境負荷物質排出量 

大気への排出 

CO2 276,455 

PRTR法対象物質排出量 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・70

        ・・・・・・・・・ 

 

t-CO2 

 

t

水域への排出 

排水量 1,034 

C O D 6.9 

窒　素 8.3 

り　ん 0.1 

PRTR法対象物質 0.2

・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

　　　　　・・・・・ 

千m3 

t 

t 

t 

t

社外排出物 

廃棄物 1,499 

リサイクル 13,704 

売却リサイクル 48,640 

PRTR法対象物質 32

・・・・・・・・・・・・ 

 

・・ 

　・・・・・ 

・・・・・・・ 

t 

t 

t 

t

物流 

製品輸送に関わるCO2  

・・・・・・・・・・・・・・・・ 17,881 

 

t-CO2

製　造 

INPUT OUTPUT

鋳造・鍛造 

熱処理 

製　品 
自動車部品 軸　受 

工作機械 メカトロ製品 

機械加工 

塗装 

組立 

生産・物流 事業活動に伴う環境への負荷  
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環 境 パフォーマンス  

資源投入量と環境への排出 



地球温暖化防止活動  
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① 熱処理工程の改善 
　 ● 高速浸炭炉の開発 
　 ● 連続炉予熱ゾーンのガス化 

② 生産＆付帯設備の改善 
　 ● 高効率変圧器導入 
　 ● 高効率圧縮機導入 
　 ● 高効率圧縮空気脱湿装置導入 
　 ● 高効率蛍光灯設置 

③ 低負荷ラインの統合による省エネ拡大活動 

④ 自家発電効率運転 

⑤ エネルギー転換によるCO2削減 
　（A重油→都市ガス） 

⑥ 各職場の省エネ活動活性化 

⑦ 新設工場の環境配慮 
　 ● 全体成層空調、作業者向け空調の使い分け 
　 ● 高効率蛍光灯設置 

 ［ 田戸岬工場 ］ 

 エアー送気圧力低減による圧縮機動力の削減 
 （工場エアー用リザーバタンクの設置） 

エアー送気圧力　　4.5 kg/cm2 ⇒ 4.0 kg/cm2 

圧 縮 機 動 力　　▲12% 
C O 2 削 減 量　　694 t-CO2/年 

　 
[CO2総排出量（t-CO2）/売上高（億円）]

原単位の推移 

主な実施内容 

　地球温暖化防止は当社の重要な環境課題であり、省エネルギー部会を設置して、生産工程における現有設備のエネ

ルギーの高効率化、老朽劣化機器を高効率機器へ更新など、省エネルギーとCO2総排出量の低減を推進しています。 

  '06年度は生産量が増加し、原油高騰によるエネルギー費用も増加する中、原単位の改善を図りましたがCO2総排

出量は約2%目標未達となりました。（'05年度実績の約0.4%減） 

　今後も2010年の総排出量低減目標に向け、活動を強化していきます。 

■ 改善事例 

関東経済産業局長賞受賞 東京工場 

CO2総排出量推移 
(千t-CO2)

 

0

150

100

50

200

250

300

'03 '04 '05

276 268

241

'06 '07目標 '10目標 

43.5

 

30

35

40

45
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エアー配管の末端にリザーバタンクを設置し、 
急激な圧力変化を緩和させることにより、 
圧縮機の設定圧力を下げ、圧縮機動力を削減しました。 

表彰状 受賞する畑田工場長 
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圧縮機 リザーバ 
タンク 

　2007年2月6日、さいたま新都心合同庁舎で平成18年度エネルギー管
理優良工場として東京工場が関東経済産業局長賞を受賞しました。 
　これは東京工場の永年にわたる、エネルギー合理化への取り組みが認め
られたもので、関東地区で9件、東京都では当社のみの受賞となりました。 
　今後も積極的な省エネルギー化への取り組みを続け、経済産業大臣賞受
賞を目指します。 

（年度） 

（年度） 



 

・ 工法変更による材料歩留り向上に伴う材料費削減 

・ 材料、材質変更による材料費削減 

主 資 材   

・ 砥石、刃具、金型の材質、スペック変更等による使用量削減 

・ 廃油、砥石、刃具、治具の再生活動によるリサイクル 

副 資 材  

ステアリング部品のガンドリル加工から摩擦圧接化による材料歩留まり向上 

従来はバー材をドリル加工により製造していたステアリング

部品を、バー材とパイプ材の摩擦圧接により、必要な強度を

確保した接合加工に変更し、素材重量を33％削減しました。 

改善により素材重量の削減だけでなく、加工エネルギーの

削減にも寄与しています。 

バー材からのガンドリル加工 バー材とパイプ材の摩擦圧接化 

 

 

 

　06年度は、主資材の消費金額原単位を05年度比

1.0%削減する目標に対し、ニアネットシェイプによる加工

取代の削減やポンカスの抜き材料の有効活用による材料

歩留りの改善などで6.0%削減しました。 

　副資材は消費金額原単位を05年度比1.0%削減する目

標に対し、ツールの寿命向上や廃却砥石削減などの活動を

実施しましたが、原油高騰の影響で0.1%の削減となりま

した。 

生産・物流 省資源活動  
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2006年度の取り組み結果 

年度別原単位の推移 

副資材  

目標 実績 

97年度を100とした副資材使用金額原単位 

主資材  

90

80

60

70

20031997 1998 1999 2000 2001 2002 2004 2005 2006(年度)

100
（％） 

目標 実績 

97年度を100とした主資材使用量原単位 

90

80

60

70

20031997 1998 1999 2000 2001 2002 2004 2005 2006(年度)

100
（％） 

改善後  改善前  

主資材の改善事例 

主な取り組み内容と実施事項 

　資源の枯渇問題に対して、省資源部会を組織し、原材料などの主資材と砥石、刃具、研削液などの副資材の使

用量削減に取り組み、地球環境に配慮した生産活動を推進しています。 

バー材 ガンドリル加工部 摩擦圧接加工部 

素材重量 
33％削減 

パイプ材 バー材 



 

 

 

　当社では埋立処分場の枯渇・資源の有効活用に対応す

るため、積極的に廃棄物削減活動に取り組んでいます。 

　埋立廃棄物排出量・焼却廃棄物排出量の削減目標に加え、

無償・逆有償リサイクル物、売却リサイクル物を含んだ排出

物全体の削減活動を行っております。 

 

ショットブラスト※工程から発生する酸化鉄微粉末の売却

リサイクル化（徳島工場、香川工場） 

 
　ベアリングの鍛造後に行うショットブラスト工程から発生

する酸化鉄微粉末（ショットかす）は、従来、研磨汚泥ととも

に処理費を支払って（逆有償）リサイクルしていました。 

　06年度の取り組みとして、酸化鉄微粉末のみを分別し、

廃プラスチックとの混合・固形化により、製鋼用電気炉の鉄

原料として売却することが出来るよう改善を実施しました。 

 

売却リサイクル量･･･････････････450t/年 

処理費用低減･･･････････････680万円/年 
 

※ショットブラスト 

　投射材と呼ばれる粒体を加工物（ワーク）に衝突させ、ワークの加工等を

　行う手法 

産業廃棄物及び再資源化材の処理状況 

21.5％ 

76.2％ 

売却リサイクル量 
48.6千t

社外中間処理量 
（焼却廃棄物） 
1.5千t埋立廃棄物 

36t

2.3％ 

総排出量 
63.8千t

97.7％ 97.7％ 

2.3％ 

無償・逆有償 
リサイクル量 
13.7千t

0.06％ 
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酸化鉄微粉末（ショットかす） 

製鋼用鉄原料 

廃プラスチック 

廃棄物低減活動  

改善効果 

改善事例 

排出物原単位推移状況　総排出量（t）/売上高（億円） 

原
単
位 

15.0

14.0

13.0

12.0

11.0

10.0

9.0
'01 '02 '03 '04 '05 '06 '10（年度） 

排出物原単位目標値 
'03年度比 5％ 

排出物原単位目標 実績値 

埋立廃棄物、焼却廃棄物排出量年度推移 

4,000

3,000

2,000

1,000

0
'03 '04 '05 '06 '10（年度） 

焼却廃棄物目標値 
'04年度比 50％減 

埋立廃棄物目標値 154t 
'95年度比 99％減 
：目標達成済 

排
出
量 

（t） 焼却実績 目標 埋立実績 

（ （ 
1,463

1,200

36

10.1

11.5



 

　PRTR法対象物質排出・移動量の64％を占めるキシレン・トル

エンの削減を狙って粉体塗装機を導入いたしました。 

 

　輸出品の輸送にトレーラーを導入し、輸送便数を削減するこ

とにより、物流CO2排出量の削減と運送コストの削減を図る。 

物流CO2排出量削減 54t/年 

物流CO2排出量 123t/年 

課題点：輸送便数が多い（走行距離が長い）ため、 
物流CO2排出量が大きい。 

国分工場から神戸・

大阪港行きの輸

送には、15トン車

トラックを利用し

ていた。 

現状便数：15t車8便/日 

国分工場（15t車） 8便/日 神戸・大阪港 

　　　　　 　 PRTR法対象物質排出量の削減･･･3,000kg/年 
97.7％ 

　当社では、「化学物質管理規準」を設け、化学物質をラン

ク分けして管理しています。 

　また、環境負荷物質の使用量、排出・移動量を把握し、

PRTR法に基づき届出を行っております。 

　PRTR法対象物質排出・移動量を2010年度に98年度

比60％削減することを目標に、PRTR物質削減分科会を

組織し、活動を推進しています。 

 

 

 

　2010年には、CO2排出量を90年レベルまで削減するべく取

り組んでいます。 

　07年度より、下記改善事例である幹線便のトレーラー化に加え

て、モーダルシフト、物流センターを拠点とした中継物流による幹

線便の削減に取り組んで行きます。 

大型トレーラーを採用し、一度に大量輸送を

行うことで、輸送便数を削減した。 

〈トレーラーの例〉 

積載重量 

15t車･･･････13.5t 
トレーラー････26.3t

（改善前） 

15t車8便/日 トレーラー3便/日 
（改善後） 

物流CO2排出量 69t/年 

生産・物流 

化学物質の管理・削減／  
物流合理化の推進  
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粉体塗装乾燥機 粉体塗装吹付作業 

物流合理化の推進 

環 境 パフォーマンス  

効　果  

改善効果  

現　状  

改善内容  

改善事例 

改善事例　輸出便のトレーラー化 

物流におけるCO2排出量の把握と新目標の設定 

キシレン 

その他 

エチルベンゼン 

マンガン及びその化合物 

ほう素及びその化合物 

2-アミノエタール 

トルエン 

原　単　位 

CO2排出量 

PRTR法対象物質排出・移動量年度推移 
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（'98年度比 60%） 

（t） 実績 目標 

物流における 

CO2排出量・原単位の推移 
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実績 目標 

06年度PRTR法対象物質内訳 

39%

5%

25%

14%

12%

3%
2%

103
77

17,881

2.85

2.16

15,865



　当社は、地球温暖化の要因となるCO2の削

減を最重要命題として取組みを行っており、環

境効率向上に向けた商品の開発及び「モノづ

くり」を積極的に推進して参りました。その中

で省エネに寄与する商品の提供、並びに新工

場の立上げを実践しています。又、ゼロエミッ

ション活動に取組み、2006年度は再資源化

率99．44％を実現し、限りなくゼロに近づけ

るよう推進しています。今後とも、人間性尊重

を基本とし、英知と創造力により優れた価値を

提供し安全で豊かな社会の実現に貢献する所

存です。 

■ 環境マネジメントシステム 

■ 会社概要 

環境対応商品 

省エネ 

省資源Ⅰ 

環境改善 

省資源Ⅱ 

パフォーマンス指標（中期目標） 環境目的  2006年度目標 主な取り組み  2006年度実績 評価  

ご挨拶 商号 

 

本社
 

 
創立 

資本金 

 
売上金 
 

主要事業 

従業員数 

 
事業所 
 

ISO14001認証取得 

光洋機械工業株式会社 

大阪府八尾市南植松町2丁目34番地 
TEL 072-922-7881(代)    
URL http//www.koyo-machine.co.jp 

1961年（昭和36年）8月 

11億円 

2005年度：353億2，800万円 
2006年度：379億5，300万円  

自動車部品、工作機械、FAシステム及び精密機器等の製造・販売 

1,030名 

営業拠点：東京・中部・大阪・（米国、韓国） 
生産拠点：八尾工場（大阪）・結崎工場（奈良）・五條工場（奈良） 
海外現地法人：4社（米国、中国、タイ） 

取得年月：2001年5月認証取得 
取締役社長 

■ 製品紹介 
工作機械 

「環境負荷の少ない商品の開発」 

について取組み、その実現を 

目指す 

環境効率向上度 

＝性能向上度×環境負荷低減度 

（基準は’05年度以前の生産製品） 

KVD200　　1.42 

VG50　　　 1.25 

2RG120　   1.06 

ロックピン圧入機  1.07 

ダンパー付き 
インタミジョイント  1.18

1.75 

1.27 

1.06 

1.08 

 
1.18

○ 

○ 

○ 

○ 

 
○ 

電気使用量の削減 
ガス使用量の削減 
水道使用量の削減 

原単位(CO2排出量／内製生産金額)を 
’05年度比5%削減 
’05年度 34.8 → ’10年度は33.1

原単位(消費金額／内製生産金額)の削減 
’05年度比10％削減 
’05年度 1.25％ → ’10年度は1.13％ 

主・副資材の削減 

原単位(投入金額／生産金額)を年度計画の 

成り行きベースに対し主資材、副資材共に 

’09年度は3%削減 

40.5%

2.1%

1.23％ 

33.4（t／億円） 

廃棄物の削減 
（有価物除く） 

原単位(廃棄物量／生産金額) 2005年比7%削減 

’09年度は1.86
1.92（t／億円） 

再資源化率 99.3%

用紙の使用量削減 ○ 

○ 

CO2の削減 

原単位（費用／売上金額）を 
’98年度実績の14%削減 

0.165 
(千枚／百万円)

関係会社における取り組み 31 関係会社における取り組み 32

・センタレス研削盤 
・平面研削盤 
・ウエーハ研削盤 
・その他専用研削盤 

ジョイント 
・自動車用インター 
  ミディエイトシャフト 
・ドライブシャフト 

大気、水質等の管理 

廃棄物の再資源化 

法規制値、自主基準値の100%順守 

’09年度は再資源化率 99.9％ 

梱包包装費 0.52% 
運送費　 　0.92% 

物流経費 　1.44%

1.18％ 

32.4（t／億円） 

○ 

○ 

2.2%

41.4% △ 

 

 

△ 

1.91（t／億円） 

0.138 
(千枚／百万円)

’05年度より原単位(使用枚数／売上高)の削減目標 
売上高に応じた使用枚数の指数を前年度の3％削減 
’09年度は0.142（全部門累計） 

物流経費の削減 
（梱包包装費＋運送費） 

省エネ部会 

● 空調機の運転合理化 

● 省エネ水銀灯への取替え継続 

● インバーター式コンプレッサーの導入 

● 高所水銀灯からライン照明の蛍光灯化の継続 インバーター式 
コンプレッサーの導入 

環境対応商品部会 

● KVD200の開発、KVD300の小型化（小径加工物対応） 

● VG50の開発、立て軸仕様による省スペース化 

● 2RG120の改造、AEセンサー使用による省スペース化 

● ロックピン圧入機の改造、搬送ユニット及び圧入ユニットの省スペース化 

● ダンパー付きインタミジョイントの改造、ダンパー中空化による軽量化 ロックピン圧入機 

省資源Ⅰ部会 

● 材料値上げ分吸収策、継続取り組み 

● 不良率及び不良件数削減 

● 新工法及び材料種類統一による材料歩留り向上　 

● 安価品、代替品の採用 

● 発注ロットの見直し 

環境改善部会 

● 廃棄物減量化、廃液の減量化 

● 新型塗装機の導入 

● 蛍光灯ガラス屑の削減（レンタル化） 

● 設備機械の油漏れ修理 新型塗装機の導入 

省資源Ⅱ部会  

● コピー用紙使用量の削減 

● 取扱説明書のCD化の促進 

● 見積り及びやり取りのメール活用 

● ボールネジ梱包ケースの通函化 ボールネジ梱包ケースの通函化 

VG50

実績 目標 

CO2排出量の原単位推移 ［CO2排出量/内製生産高］ 

0

20

40

60 （t/億円） 

’03

副資材の原単位削減 ［投入金額/生産金額］ 

物流経費の原単位削減 ［物流経費/売上金額］ 

0

0.5

1.0

1.5

2.0 （%） 

’03 ’04 ’05 ’06

’06

’06

消費エネルギーの削減 ［消費金額/内製生産高］ 

0

1.0

2.0

3.0 （%） 

’03 ’04 ’05 ’06

’06

’06

’06

主資材の原単位削減 ［投入金額/生産金額］ 

10

20
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50 （%） 

’03 ’04 ’05

紙の使用指標の推移 ［紙の使用量/売上金額］ 

0

0.05

0.10

0.15

0.20 （千枚/百万円） 

’03 ’04 ’05

廃棄物原単位の削減 ［廃棄物/生産金額］ 

0

2

1

3

4

5 （t/億円） 

’03 ’04 ’05

ゼロエミッション（再資源化率） ［再資源化量/総排出量］ 

90

94

92
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98

100 （%） 

’03 ’04 ’05

ト
ン
比 

100%順守 100%順守 

再資源化率 99.44%

○ 

○ 

○ 

0

1.0

2.0

3.0

4.0 （%） 

’03 ’04 ’05

’06’03 ’04 ’05

梱包包装費 0.46% 
運送費　 　0.84% 

物流経費 　1.30%

梱包包装費 0.51% 
運送費　 　0.61% 

物流経費 　1.12%

副
資
材 

主
資
材 

’09年度は 

関 係 会 社における取り組 み  

光洋機械工業株式会社  

■ 環境データ 八 尾 工 場  結 崎 工 場  五 條 工 場  

水
質
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60 
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5 
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公的規制値 

50 

50 
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4 
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60.8  

58.9  

49.7 

朝 

昼 

夕 

夜 

大
気

 

150 

0.3 

0.1

120 

－ 

0.01

36.3 

＊1 

0.0015

150 

1.1 

0.2

120 

－ 

0.01

52 

＊3 

0.005

150 

0.23 

0.2

120 

－ 

0.01

63 

＊5 

0.005

NOx 

SOx 

ばいじん 

振
動 

70 

65

65 

60

46 

42

65 

60

60 

55

42.5 

43.3

65 

60

60 

55

31 

＊6

昼 

夜 

※八尾工場：【水質】排出：公共河川／規制：水質汚濁防止法・八尾市通知【騒音】規制：大阪府条例【大気】設備：吸収式冷温水発生器／規制：大阪府条例 ＊1都市ガス使用のため測定せず【振動】規制：大阪府条例 
　結崎工場：【水質】排出：公共下水道／規制：川西町下水道条例 ＊2下水道の為、測定値無し【騒音】規制：奈良県条例【大気】設備：吸収式冷温水発生器／規制：奈良県条例 ＊3都市ガス使用のため測定せず【振動】規制：奈良県条例 
　五條工場：【水質】排出：公共下水道／規制：五條市下水道条例 ＊4下水道の為、測定値無し【騒音】規制：奈良県条例【大気】設備：吸収式冷温水発生器／規制：奈良県条例 ＊5LPガス使用のため測定せず【振動】規制：奈良県条例 ＊6計測器の測定限界値以下 
※注記：大阪府条例 ：大阪府生活環境保全条例／奈良県条例 ：奈良県生活環境保全条例　※【単位】BOD・COD・SS・鉱物油（mg/r）、排水量（m3/日）、NOx（ppm）、SOx（Nm3/H）、ばいじん（g/Nm3）、騒音・振動（dB） 



　当社は「『環境共生都市、水と緑豊かな自然

とふれあえるまちづくり』をめざす岡崎市にお

いて、その一翼を担い、環境にやさしい技術を

磨き、人と環境に優しい快適な住みよい地域

社会の実現に貢献する。」を環境方針に掲げ

環境保全活動に取り組んでまいりました。省エ

ネ、廃棄物削減活動はもとより、省エネ・省資

源製品の開発・拡販、製品の環境負荷物質の

削減にも取り組み、お客様の生産革新・環境影

響低減への貢献をしております。 

■ 環境マネジメントシステム 

■ 会社概要 ■ 環境データ 

水
質

 

20 

20 

20 

6.5～8.5 

35 

3 

2 

10

公的規制値 

10 

10 

10 

6.7～8.3 

17 

1.5 

1.5 

5

自主基準値 

1.6 

4.6 

3 

7.2 

5 

0.03 

1 

1

実績 

BOD 

COD 

SS 

pH 

窒素 

燐 

鉱物油 

動植物油 

項　目 公的規制値 自主基準値 実績 項　目 

大
気

 

7.59 

2.57 

0.1 

250

1 

0.05 

120 

1.3

0.49 

0.14 

0.002 

77

K値 

ばいじん 

NOx 

SOx

騒
音

 

55 

60 

55 

50

53 

58 

53 

48

50 

52 

52 

47

朝 

昼 

夕 

夜 

振
動 

65 

60

61 

57

43 

44

昼 

夜 

※【水質】排出：公共河川／規制：公害防止・環境保全に関する協定書(岡崎市)【騒音】規制：公害防止・環境保全に関する 
　　　　 協定書(岡崎市)【大気】規制：公害防止・環境保全に関する協定書(岡崎市)【振動】規制：公害防止・環境保全に 
 　　　　関する協定書(岡崎市) 
※【単位】BOD・COD・SS・窒素・燐・鉱物油・動植物油（mg/r）、NOx（ppm）、SOx（m3N/h）、 
　　　　 ばいじん（g/m3N）、騒音・振動（dB） 
 
※自主基準値：予防処置を実施する値 

省エネ 

廃棄物 

環境対応商品 

用紙 

環境目的  2006年度目標  主な取り組み  パフォーマンス指標（中期目標） 2006年度実績 評価  

商号 

創立 

 
本社 

資本金 

売上金 

主要事業 

従業員数 

 
事業所 

ISO14001認証取得 

豊興工業株式会社 

1958年 

愛知県岡崎市鉢地町字開山45番地 
TEL 0564-48-2211　URL http://www.toyooki.jp/ 

2億5,400万円 

2005年度：147億8,600万円　2006年度：128億3,500万円 

油・空圧機器、自動車部品、計測機械 

521名 

営業拠点：東京、中部、大阪、広島、福岡 

生産拠点：岡崎本社工場(愛知)、安城工場(愛知) 

取得年月：2003年2月認証取得（2006年2月更新） 

取締役社長 

CO2排出量の削減 
原単位の削減　'10年度末に 

'03年度比　30%減 

CO2排出量 

総排出量 4,403ton

廃棄物 

総排出量 313ton

廃棄物の削減 
原単位の削減　'10年度末に 

'03年度比　30%減 

原単位 0.053（ton/百万円） 

省エネ・省資源製品開発 

用紙購入量削減 

省エネ・省資源製品の開発 

製品の環境負荷物質の削減 

'07年度末に'04年度比6％減 

省エネ製品 

2モデル開発 

RoHS対応製品 

2モデル開発 

用紙購入量 

1,223千枚 

● 洗浄液の長寿命化 

● 研削カスの分別・有償化 

● 研削カスの減容化 

ウェイトで研削カスの減容化 

● 分散配置コンプレッサーの台数制御運転 8台 

● 油圧ポンプ、クーラントポンプの間欠運転 16台 

● モーターのサイズダウンとインバータ化 5台 

● 工場の天井照明（蛍光灯、水銀灯）を省エネタイプに変更 

● 長期連休の全社停電 

● 購入窓口の一元化による購入量管理の徹底（継続） 

● 裏紙利用の推進（継続） 

● 両面・2in1印紙の推進 

● 電子化の推進（継続） 

● 6価クロムフリー、Pbフリーはんだの採用 

省エネベーンポンプ 

関係会社における取り組み 33 34

0

0.5

1

’03 ’04 ’05 ’06

1.5 （ton/粗付加価値） 

CO2排出量の削減 

実績 目標 

0

0.05

’03 ’04 ’05 ’06

0.1 （ton/粗付加価値） 

廃棄物の削減 

0

500

1,000

1,500

’03 ’04 ’05 ’06

2,000 （千枚） 

用紙購入量削減 

0

80
60
40
20

100

従来品 開発品 

120 （％） 

省エネベーンポンプ 

0

50

80 80

100

60

トヨパックエコ 025B電磁弁 

100 （％） 

RoHS部品対応率 

0.78 

（ton/百万円） 

4,265（ton） 

△ 

0.063 

（ton/百万円） 

345（ton） 

× 

○ 

2モデル開発 

1,046千枚 

2モデル開発 

○ 

○ 

油圧機器 

■ 製品紹介 

トヨパックモーション 

・・・・・・・ 

・・・・・・ 

・・・・・ 

コンプレッサー台数制御 

研削液 

トヨパックエコ 025B電磁弁 

片面等倍印刷 両面・2in1印刷 

必要紙枚数1/4

ハイブリッド油圧ポンプユニット 
0

50

100

従来品 開発品 

150 （％） 

ハイブリッド油圧ユニット 

従来品との電力比較 

100

1ページ 1ページ 

2ページ 

2ページ 

31

ウェイト 

ウェイト 

ご挨拶 

原単位 0.74（ton/百万円） 

関係会社における取り組み 

豊興工業株式会社  

関 係 会 社における取り組 み  



関係会社における取り組み 35 36

　当社は四国の清流吉野川の河口で、美しい

環境との調和を図りながらオイルシール、ゴム・

樹脂機能部品の製造を通してあらゆる産業

基盤、生活基盤を支えています。 

　ゴム総合メーカーとして製品企画から設計、

調達、製造、販売、サービスに至る全ての事業

活動において自主的かつ積極的に地球環境

保全活動を推進しております。 

　地球環境保全の技術的ニーズを的確に把

握し、画期的な高密封で低トルクのオイルシー

ルの開発による油脂類の環境汚染対策、省エ

ネルギー、省資源化に貢献、又ゴム樹脂機能

部品の開発についても地球環境保全に貢献

してまいります。 

■ 会社概要 ■ 環境データ 

※【単位】汚濁負荷（kg/日）、BOD・COD・SS・油分・窒素・燐（mg/r）、排水量（m3/日）、NOx（ppm）、ばいじん（g/m3N）、騒音・振動（dB） 

省エネ 

廃棄物 

省資源 

物流 

設計 

地域環境 

環境目的  2006年度目標  2006年度実績 主な取り組み  パフォーマンス指標（中期目標） 

水
質

 

17.4 

15.1 

1.68 

30 

30 

30 

5.8～8.6 

5 

16 

120 

840

公的規制値 

8.1 

5.8 

1 

9.2 

9.6 

13 

6.5～7.9 

1.3 

4 

7.7 

540

自主基準値 

5.7 

3.65 

0.94 

9.0 

9.4 

12 

7.9 

1.0 

3.4 

7.4 

535

実績 

汚濁負荷（COD） 

汚濁負荷（窒素） 

汚濁負荷（燐） 

BOD 

COD 

SS 

pH 

油分 

窒素 

燐 

排水量 

項　目 大
気

 

13 

180 

0.3

0.13 

87 

0.02

0.12 

87 

0.02

K値 

NOx 

ばいじん 

騒
音

 

60 

65 

60 

55

51 

54 

52 

49

50 

53 

51 

48

朝 

昼 

夕 

夜 

振
動 

65 

60

60 

59

59 

58

昼 

夜 

■ 環境マネジメントシステム 

ご挨拶 商号 

創立 

 
本社 

資本金 

 
売上金

 

 
主要事業

 

従業員数 

ISO14001認証取得 

審査登録機関 

光洋シーリングテクノ株式会社 

1964年（昭和39年）10月 

徳島県板野郡藍住町笠木字西野39番地 
TEL 088-692-2711　URL http://www.koyo-st.co.jp/ 

1億2，500万円 

2005年度：132億7，800万円 

2006年度：142億5，400万円 

オイルシール(一般・大形品・ボンデッドピストンシール他） 

ゴム製品製造 

490名 

2002年10月23日（有効期限2008年10月22日） 

（株）日本環境認証機構（JACO） 

取締役社長 

消費エネルギー削減 

主・副資材の削減 

包装梱包資材の削減 
物流効率化 

製品のアセスメント 

環境保全体制の強化 

環境施設管理と改善 

CO2排出量原単位(内製売上高比) 
’08年度末に ’05年度比6.0％削減＜71.42＞ 

CO2排出量（ｔ-CO2） 
’08年度末に ’05年度比6.6％削減＜6,351＞ 

CO2排出量原単位 
'05年度比4．0％削減 
＜74.37＞ 

CO2排出量 
'05年度比2.6％削減 
＜6,613＞ 

2.3％削減 
＜6,636＞ 

9.1％削減 
＜70.13＞ 

● 自家発の効果的運用(運転時間短縮) 
● 加硫プレス機熱源タイマーON時間を30分遅らせ消費電力節減 
● 非稼動時のエアー漏れ低減活動 
● 作業用照明の不要時消灯の徹底 
● 空調機スイッチ消し忘れ防止、定期点検・フィルター掃除 
● 省エネパトロールの実施 

内製売上高当たり、消費金額 
'08年度末に '05年度比3％削減 
　 

内製売上高当たり、消費金額 
'08年度末に '05年度比3％削減 

内製売上高当たり、消費金額 
'05年度比1.0%削減 
＜99.0％＞ 

2.6%アップ 
＜102.6％＞ 

● ゴム材混練の社内吸収  ● ゴム配合薬品変更　● ゴム材削減 
● 金属環社内処理吸収　● 金属環プレベーク廃止 

● 接着剤の統廃合  ● 接着材タンク容量縮小による使用量削減 
● ウエットブラストメディア交換頻度削減   ● 脱脂液再利用 

包装・梱包資材費用原単位（総売上高比） 
'08年度末に '05年度比8．0％削減＜0.357＞ 

運送費用原単位（総売上高比） 
'08年度末に '05年度比8．0％削減＜0.053＞ 

PRTR法対象物質使用量（t） 
'08年度末に '05年度比30％削減＜1.31＞ 

自主基準値100％順守 自主基準値100％順守 
防油堤表面ライニング改善 

危険物屋内貯蔵所屋根改善 
環境施設の改善活動 

運送費用原単位 
'05年度比4.0%削減 
＜0.055＞ 

PRTR法対象物質使用量（t） 
'05年度比10%削減 
＜1.71＞ 

100％順守 
実施 

実施 

10％削減 
＜1.71＞ 

○ 
○ 

○ 

○ 

11.9%削減 
＜0.341＞ 

323%アップ 
＜0.184＞ 

● 脱脂液再生処理（アブゾール） 
● 直埋廃棄物の再資源化（サーマルリサイクル） 
● 廃油の有価物化 
● 廃却不良率削減活動 
● 分別収集の徹底 

● ポリケース、梱包補強材の回転率向上 
● トレイの金属環、完成品の相互有効活用 
● フォークリフトの電気車への切替え（CO2削減) 
● 運送経路変更による納入回数削減 
● 緊急時の赤帽使用→安価な運送便に変更 

項目 
①第1次低トルクパックシール受注拡大 
②超低トルクパックシールの開発 
③高周速対応シールの開発 
④軽量化ボンデッドピストンシールの開発 
⑤生分解性油対応ふっ素ゴムの開発 
⑥環境負荷物質代替の開発 

目標 
現行製品に対して省エネ30% 
1次品に対して低トルク1／10 
現行製品に対して省エネ50% 
現行製品に対して軽量化10% 
海洋汚染対策 
代替剤の開発 

開発完了時期 
'08. 12月 
'08. 3月 
'08. 12月 
'08. 12月 
'06. 12月 
'06. 12月 

● 第1次低トルクパックシール受注拡大(現行製品に対して30%省エネ化品の受注) 
● 超低トルクパックシールの開発(第１次品に対して低トルク1/10、長寿命化2倍) 
● 高周速対応シールの開発(コーティング等の表面改質技術の開発) 
● 軽量化ボンデッドピストンシールの開発(部分増肉技術開発による軽量化) 
● 生分解性油対応ふっ素ゴムの開発(海洋汚染対策) 
● 環境負荷物質代替剤の開発(ＤＯＰ・六価クロムフリー化)

● 接着剤溶液タンク容量縮小による交換時の接着剤使用量削減 
● 接着剤交換周期見直しによる使用量削減 
● 監視・測定項目該当施設維持管理の実施 
● 工場周辺環境パトロールの実施（１回／週） 
● 環境施設改善（防油堤表面ライニング処理・危険物屋内貯蔵所屋根更新） 
● 工場周辺美化活動（5・8月） 

各種オイルシール 大形オイルシール 

オートマチックトランスミッション用 
ボンデッドピストンシール 

マニュアルトランスミッション用 
フリクションダンパ 

各種ジョイント用ブーツ 各種機能部品群 

第1次低トルクパックシール受注拡大 

危険物屋内貯蔵所屋根更新 防油堤表面ライニング 

フォークリフト電気車への切替え 

自家発の効果的運用（運転時間短縮） 

’03’02 ’04 ’05 ’06
0

4

6

2

8

廃棄物原単位（t/億円） 

副資材 

80
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’03 ’04 ’05

110 （%） 

’06

※ 

※ 

※ 

主資材 
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’06

110 （%） 

CO2排出量（t-CO2） 

’05 ’06
6,500
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CO2排出量原単位（t-CO2/億円） 

’05 ’06
0
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80
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焼却廃棄物排出量（t） 

’05 ’06
0

200

100
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直埋廃棄物排出量（t） 

’05 ’06
0

20

40

※ 

包装・梱包費原単位（t） 

’05 ’06
0

0.2

0.4

運送費原単位（t） 

’05 ’06
0

0.1

0.2

PRTR法対象物質使用量（t） 

目標 実績 

’05 ’06
0

1

2

※ 直埋廃棄物の 
　 再資源化対応 
　 遅れにより 
　 目標未達 

※ 削減計画の 
 　遅れにより 
　 目標未達 

※ 新規立上型番の 
　 特別便増加により 
　 運送原単位 
 　目標未達 

■ 製品紹介 

内製売上高当たり、消費金額 
'05年度比1.0%削減 
＜99.0％＞ 

包装・梱包資材費用原単位 
'05年度比4.0%削減 
＜0.372＞ 

内製売上高比廃棄物原単位 
'08年度末に '05年度比9％削減＜5.54＞ 

焼却廃棄物排出量(ｔ） 
'08年度末に '05年度比24％削減＜283＞ 

直埋廃棄物排出量(ｔ） 
'08年度末に '05年度比60％削減＜7.83＞ 

廃棄物の削減 

内製売上高比廃棄物原単位 
'05年度比3％削減＜5.89＞ 

焼却廃棄物排出量 
'05年度比8％削減＜335＞ 

直埋廃棄物排出量(ｔ） 
'05年度比20％削減＜12.24＞ 

副
資
材 

主
資
材 

9.1%アップ 
＜105.1％＞ 

3.0%削減 
＜5.89％＞ 

8.0%削減 
＜335％＞ 

231%アップ 
＜35.3％＞ 

関係会社における取り組み 

評価  

× 

○ 

○ 

× 

× 

計画に対して 
○ 
× 
× 
× 
○ 
○ 

× 

○ 

× 

○ 

光洋シーリングテクノ株式会社 

関 係 会 社における取り組 み  



　当社は、1958年に浸流処理の研究開発を

目的に中部熱錬研究所として創業を開始し、

その後工作機械関連のFA機器の開発、ラック

シャフトの生産に着手、1989年に社名を（株）

CNKに変更しました。 

　経営理念として「人と環境に優しい技術を

磨き地球及び地域環境の保全を図り豊かで住

み良い社会の実現に貢献する」ことを掲げ、

2002年2月にISO14001の認証を取得し、

環境マネジメントシステムに沿って活動を展開、

環境負荷の少ない製品の提供により、お客様

の取組みにも貢献しております。 

■ 環境マネジメントシステム 

■ 会社概要 ■ 環境データ 本 社 工 場  部 品 工 場  豊 田 工 場  

水
質

 

160 

160 

200 

5.8～8.6 

5 

644.4

公的規制値 

25 

25 

30 

5.8～8.6 

5 

－ 

自主基準値 

4.1 

3.6 

3.2 

8.0 

0.4 

243.6

実績 

160 

160 

200 

5.8～8.6 

5 

－ 

公的規制値 

25 

25 

30 

5.8～8.6 

5 

－ 

自主基準値 

10.85 

8.6 

6.2 

7.6 

1.9 

－ 

実績 公的規制値 自主基準値 実績 

BOD 

COD 

SS 

pH 

鉱物油 

排水量 

項　目 

騒
音

 

65 

70 

65 

60

65 

70 

65 

60

59.4 

63.3 

58.5 

56.3

65 

70 

65 

60

65 

70 

65 

60

60.0 

62.0 

62.3 

58.8

55 

60 

55 

50

55 

60 

55 

50

52.3 

53.9 

53.1 

49.6

朝 

昼 

夕 

夜 

大
気

 

180 

0.14 

0.30

180 

0.14 

0.30

79.0 

0.036 

0.002

NOx 

SOx 

ばいじん 

振
動 

70 

65

70 

－ 

50未満 

－ 

70 

65

70 

－ 

50未満 

－ 

70 

65

70 

－ 

50未満 

－ 

昼 

夜 

※【単位】BOD・COD・SS・鉱物油（mg/r）、排水量（m3/日）、NOx（ppm）、SOx（m3N/h）、ばいじん（g/m3N）、騒音・振動（dB） 

環境対応商品 

省エネ 

省資源 

グリーン調達 

環境改善 

環境目的  2006年度目標 主な取り組み  パフォーマンス指標（中期目標） 2006年度実績 評価  

 

特定施設無し 

 

特定施設無し 

 

特定施設無し 

ご挨拶 商号 

創立 

 
本社 

資本金 

売上金 

主要事業 

従業員数 

事業所 

ISO14001認証取得 

株式会社　CNK 

1958年 

愛知県刈谷市野田町場割28番地 
TEL 0566-21-1833　URL http://www.cnk.co.jp/ 

4,800万円 

166億円 

機械装置、環境製品、金属表面処理、自動車部品 

294名 

本社工場、東京出張所、豊田工場、CNKマニファクチャリング（タイランド）株式会社 

取得年月：2002年2月認証取得 

取締役社長 

■ 製品紹介 
機械装置 

環境にやさしい製品設計活動 

により環境負荷を軽減。 

省エネ・廃棄物低減・リサイクル・低騒音化等  

を考慮した環境配慮設計を推進。  

環境配慮設計件数 4件以上／年 

環境配慮設計件数  

4件以上／年 

省エネ部会活動により 

消費エネルギーを低減。 

省エネ部会で各部門の年度目標値を定め、 

具体的実施事項を明確にし活動を推進。 

CO2 総排出量を '10年度末までに 

05年度比5％減。 

CO2 総排出量 

12,138t-CO2/年 

廃棄物部会活動により 

産業廃棄物を低減。 

廃棄物部会で各部門の年度目標値を定め、 

具体的実施事項を明確にし活動を推進。 

廃棄物総排出量を '10年度末までに 

'05年度比25％減。 

廃棄物総排出量 

74t／年 

循環型社会づくりへの参画活動 

により環境負荷を軽減。 

環境保全に積極的なメーカーから環境負荷の  

少ない部品・材料・副資材等を購入するグリーン 

調達を推進。  

グリーン購入化件数6件以上／年 

グリーン購入化件数 

6件以上／年 

全従業員による「私の環境宣言」 

の実行と、私の環境改善活動に  

より環境負荷を軽減。 

自部門の環境負荷 軽減のため、全員が 

環境に配慮し、継続的に改善活動を展開。 

環境改善件数 2件以上／月／部門 

環境改善件数  

2件以上／月／部門 

設備生産性向上 

● NC旋盤のドリル型式変更によるサイクルタイム短縮 

● 非稼動時にエアー漏れを調査し、エアー漏れを削減 

● NC加工機加工後の砥石回転、クーラント、油圧装置停止 

● シャフトカップリング治具改良による1ｃｈ当りの積載量アップ NC旋盤ドリル型式変更にて 
サイクルタイム短縮 

製品アセスメント 

● 転造盤スライドレール形状変更による重量軽減 

● 転造盤の外タイバー形状変更による重量軽減 

● 転造盤本体小型化による素材重量削減 

発生源対策 

● NC旋盤切粉防止カバー取付による不良品の削減 

● トラマンのクーラント配管追加による下穴加工ドリルの寿命延長 

● フライス盤のエアーブロー追加によるクランプキズ不良品の削減 

● ガス軟窒化のフランジ外観不良の削減 カバー取り付けによる 
スパロールキズ防止 

購入品の環境負荷軽減 

● 旋盤クーラント液を油性から水溶性切削液に変更 

● 塗装工程の洗浄用シンナーをトルエン、 
キシレンの少ないTxフリーシンナーに変更 

● 研磨粉のリサイクル処理メーカ変更による 
固化工程の削減で有用化促進 旋盤水溶性 

クーラントに変更 

部門の環境負荷軽減  

● 洗浄に使用したシンナーを１週間位保存することにより 
分離した上澄みを下塗り用塗料のシンナーとして再使用 

● 大物塗装ブースのフィルターに付着している乾燥した 
カスをエアブロー清掃し、小物ブース用に再使用 

● 購入時、付属のファイルが客先指定の図面保管用として 
使用出来ないため廃棄していたが見積原案ファイル用として使用 

● 専用受け皿を準備し腐食液の流出防止 
廃棄していたファイルを 
他部署で有効利用 

機装工場エアー 
配管漏れ削減 

トラマンドリル工程の 
クーラント配管追加 

固化工程削減で 
有用化促進 

専用受皿による腐食液の 
液だれ流出防止 

関係会社における取り組み 37 38
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クランクシャフト用 
LNⅣ形ローダ 

環境製品 

円形渦流型 
クーラントシステム 

金属表面処理 

クラッチ 
プレート 

自動車部品 

ラック 
シャフト 

4件／年 

12,139 

t-CO2/年 

97.8t／年 

6件／年 

全113件／年 

○ 

○ 

△ 
（原単位評価○） 

○ 

○ 

新型転造盤タイバー 
スライドレール形状変更 

関係会社における取り組み 

株式会社CNK

関 係 会 社における取り組 み  



　2007年6月6日に主要国首脳会議（G8）

がドイツで開かれ、日本政府は「世界全体の温

暖化ガス排出量を2050年までに現状から半

減する」との長期目標を提案しました。私たち

は、この目標を達成するために種々の努力を

積み重ねなければなりません。 

　当社は、ヒートテクノロジーの総合メーカー

として、熱技術の創造に取り組み、温暖化ガス

排出抑制に向けて環境配慮商品（省エネ、省

資源、リードタイム短縮等）の開発・提供を一層

加速し、物流改善等も推進してまいりますので、

今後とも皆様のご指導とご支援をいただきま

すよう、よろしくお願い申し上げます。 

■ 環境マネジメントシステム 

■ 会社概要 

環境設計 

省エネ 

省資源 

環境改善 

物　流 

サービス 

環境法規 

環境目的  2006年度目標  主な取り組み  パフォーマンス指標（中期目標） 

■ 環境データ ■ 本社・本社工場 
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生活排水 
（厨房、便所等） 
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昼 

夜 ※水質は下水道の水質検査結果です。（特定施設なし） 
※【単位】SOx（m3N/h）、NOx（ppm）、ばいじん（g/m3N）、BOD・SS（mg/r）、騒音・振動（dB） 

2006年度実績 

ご挨拶 商号 

創立 

 
本社 

資本金 

売上金 

 
主要事業

 

従業員数
 

 

事業所 

 

ISO14001認証取得 

光洋サーモシステム株式会社 

1967年（昭和42年）7月19日 

奈良県天理市嘉幡町229番地　 
TEL 0743-64-0981　URL http://www.koyo-thermos.co.jp/ 

4億5,000万円 

2006年度：246億6,500万円　2005年度：215億1,000万円 

金属用熱処理炉、半導体・電子部品・セラミックス製造用 

熱処理装置、液晶・プラズマ表示装置用熱処理装置　他 

415名 

営業拠点：奈良（本社）、東京、群馬、愛知、静岡、福岡、香川 

生産拠点：本社工場（天理市）、橿原工場（橿原市） 
海外現地法人：4社（中国、台湾、韓国、タイ） 

取得年月：2001年6月認証取得 
取締役社長 

環境効率（エネルギー、資源）を 

改善した商品の提供 

'08年度の環境効率を 

40％改善した商品の提供（基準：2002年度比） 

環境効率を35％改善した 

商品の提供 

（基準：2002年度比） 

（3）特A重油の削減 

（4）電力の使用量削減 
  ①維持電力の消費 
  ②ヒーター工場での電力消費（ファイバー投入量比） 

'08年度消費量を8.12千kwh/億円・年以下 
'08年度の消費量を3.77kwh/kgFin以下 

'08年度の消費量を110kr/年以下に維持 

8.45千kwh/億円・年以下 
3.92kwh/kgFin以下 

110kr/年以下 

（1）コピー用紙の使用量削減 
（2）可燃性高圧ガスの使用量削減 
（ブタン、アセチレン、水素、アンモニア） 

対象物質：キシレン、トルエン、酢酸ブチル 

（1）ＲｏＨＳ指令指定物質 
含有商品の購入／使用禁止 

（2）グリーン購買 

'08年度の使用量をA4換算で12.93千枚/億円・年以下 

'08年度の使用量を44.8kg/億円以下 

 
対象物質の総使用量を9.4kg/億円・年以下 

ＥＵ向け装置についてＲｏＨＳ指令 
指定物質含有商品の購入／使用禁止 
'08年度の事務用品のグリーン商品購入金額を40％以上 
 

14.21千枚／億円・年 

50.1kg/億円 

 
10.06kg/億円・年以下 

 
ＥＵ向け装置全数確認 
（出荷台数、使用件数） 

33％以上 

（1）'08年度の廃棄量を7.6トン／年以下 

（1）環境法違反件数：0件／年間 

'08年度の削減値を1,103.8kg／年以上 

'08年度の削減値を3.83トン／年以上 

'08年度ののサービス工事でのノンアス化を 
150件以上（'07～'08年度累計） 

環境関連法規制、規範等の順守 
及び環境汚染の予防 

包装梱包材使用量の削減 

物流改善によるＣＯ2排出量の削減 

サービス工事でのノンアスベスト化 

ハイブリッドカーの採用 

【対象商品】 

1. KCF浸炭炉　　　 　　2. 1250℃ボックス炉 

3. 廃熱回収ユニット　　　4. 縦型拡散炉 

【改善要素と目標値】 

● 消費電力　35％改善 

● 装置重量　35％改善 廃熱回収ユニットの開発 

● 含有量の少ない塗料調査、導入　● 外部委託業者の教育啓蒙 
 
● 指定物質の含有調査及び代替品調査 

● グリーン商品調査及び購入量管理 
取扱説明書のＣＤ－Ｒ化 

● 床ゴミを篩いにかけ鉄屑回収 

● 使用済溶接棒のフラックス除去による鉄芯の有価物化 

● ミラクルワイパー（クリーンアップ用綿布)の再資源化 

● 個人持ち込み廃棄物の持ち帰り推進 
床ゴミを篩いにかけ鉄屑回収 

● 法定点検／定期点検の実施 
● 緊急事態対応テストの実施 

● ストレッチフイルムによる梱包材量の低減 
● 2重目のビニール材厚の低減 

● 積載効率向上による運行車数の削減 
● 積み合せ出荷による運行距離の低減 

● 改造設計時の監視徹底によるノンアス化の推進 ストレッチフイルムによる 
梱包材量の低減 

中国版ＲｏＨＳ規制対応教育 内部環境監査員養成研修 

関係会社における取り組み 39 40

縦型システム 
用途：半導体製造 

CCBS枚葉式オーブン 
用途：液晶パネル製造 用途：金属熱処理 

浸炭焼入炉 
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商品の環境効率改善 

KCF浸炭炉 34

1250℃ボックス炉 32.7
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32.7～68.5％ 

12.76千枚/億円・年 

360.8r/億円 

0.606kg/kgFin

7.26千kwh/億円・年 

86.0kr/年 

2.72kwh/kgFin

36.7kg/億円 

7.545トン/年 

99.2％ 

0件 
0件 

100％（29件） 

988.7kg/6ヵ月 

3.39トン/年 

11.34kg/億円・年 

8台 45件 

42.5％ 

評価  

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
○ 

○ 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
○ 

○ 

○ 

 

● 照明のプルスイッチ化拡大　● 人感知式照明の推進 

● 業務の平準化とやり終いの徹底で、工場の効率的稼動 

● キメ細かな温度管理 

● 取説のCD－R化　● 全部門で裏紙使用・両面コピーの定着 

● 始業点検、ボンベ交換時のリークチェック　● 未使用時の元栓停止 

（2）'08年度の再資源化率を99％以上 

（2）環境汚染事故：0件／年間 
（1）環境法違反件数：0件 
（2）環境汚染事故：0件 

456.1kg／6ヵ月（下期） 

3.16トン／年以上 

100％ 

12.2トン／年以下 

98.5％以上 

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
に 

向
け
て
の
取
り
組
み 

 

（2）再資源化率の向上 

（1）廃棄物の減量化 

（1）都市ガスの消費量削減（ファイバー投入量比） 

（2）ガソリンの使用量削減 '08年度の使用量を346.1r/億円以下 

'08年度の消費率を0.924kg/kgFin以下 

360.8r/億円以下に 

0.961kg/kgFin投入量以下 

● 社有車にハイブリッドカーを採用　● 遠距離出張は公共交通手段を利用 

● ヒータ乾燥炉乾燥の効率化（乾燥及び取り出し時間、乾燥温度の管理） 

■ 製品紹介 

資源の 
有効活用 

環境負荷 
物質の低減 

グリーン 
調達の推進 

縦型拡散炉 35

廃熱回収ユニット 68.5

関係会社における取り組み 

光洋サーモシステム株式会社 

関 係 会 社における取り組 み  



　今年2月のIPCC報告で、人為起源の温室効

果ガスによる地球温暖化が断定されて以来、

温室効果ガス発生量の半減が国際的な合言葉

となってきています。その実現には社会構造

全体の効率を抜本的に向上させる施策が必要

となります。 

　弊社では今年、国のモデル事業の採択を受

けて、エネルギー効率のよい空調設備への入

れ替えを行い、CO2換算で48％の排出削減

が達成できる予定です。今後は製品や業務の

効率アップを着実に押し進め、地球温暖化防止

に貢献していく所存です。 

■ 会社概要 

環境対応商品 

省エネ（電力） 

省資源2（物流） 

省資源1（用紙） 

廃棄物 

化学物質 

環境目的  2006年度目標  主な取り組み  パフォーマンス指標（中期目標） 

■ 環境データ 大 泉 工 場  本 　 　 社  

水
質

 

 
生活排水の下水排出のみ 

公的規制値 自主基準値 実績 

 
生活排水の下水排出のみ 

公的規制値 自主基準値 実績 

 

項　目 

騒
音

 

60 

65 

60 

55

60 

65 

60 

55

53 

54 

57 

51

 

 
特定施設無し 

朝 

昼 

夕 

夜 

大
気

 

180 

1.3 

0.3

60 

0.01 

0.01

46 

0.006 

0.009

 

特定施設無し 

NOx 

SOx 

ばいじん 

振
動 

65 

60

50 

45

40 

35

 
特定施設無し 

昼 

夜 

※【単位】NOx（ppm）、SOx（Nm3/H）、ばいじん（mg/Nm3）、騒音・振動（dB） 

2006年度実績 評価  

【夜間蓄熱式空調システムの導入】 
夜間蓄熱式空調システムは、夜間の電力を使用して

蓄熱したものを昼間の冷暖房に使用することで、負

荷平準化を達成させるシステムですが、負荷平準化

だけではなく次のような環境メリットがあります。 

● CO2発生量を削減：発生するCO2を48％削減予定 
● 大気にクリーン：オイル燃焼しないため排気ガス発生ゼロ 
● 水資源の節約：冷却塔からの水の蒸発が無い 

夜間蓄熱式空調システムの写真 
下部が蓄熱槽、上部がヒートポンプ 

■ 環境マネジメントシステム 

’02 ’03 ’04 ’05 ’0610

50
40
30
20

70
60

90
80

100 （万枚） 

用紙使用量（本社） 

60

90
80
70

110
100

120
（％） 

ご挨拶 商号 

創立 

 
本社 

資本金 

 
売上金 

主要事業 

従業員数 

 

事業所 

 

ISO14001認証取得 

光洋電子工業株式会社 

創業：1955年11月　　設立：1959年3月 

東京都小平市天神町1-171 
TEL 042-341-3111　URL http://www.koyoele.co.jp/ 

15億9,320万円 

2005年度　127億円（単独） 
2006年度　134億円（単独） 

電子制御機器、車載製品の製造販売 

379名 

営業拠点：仙台、東京、名古屋、大阪、広島 

生産拠点：大泉工場（山梨県） 

海外現地法人：米国、中国（3社）、台湾 

取得年月：2000年12月認証取得 

開発製品 項目 既存品 開発品 

質量 150g 50g

消費電力 60mA 35mA

質量 650g 250g

消費電力 260mA 110mA

小型磁気式ロータリーエンコーダ 
TRD-MCシリーズ 

小型汎用ＰＬＣ 
ＳＪシリーズ 

環境設計の推進 環境設計目標管理の実施 

省エネ・省資源の推進 

本社の消費電力の削減 

 

 

大泉工場の消費電力の削減 

本社のゼロエミッションの推進 

 

 

大泉工場のゼロエミッションの推進 

代替フロンHCFC225の 

廃止に向けた使用量の削減 

トルエン使用量の削減 

前年度比10％削減 

 

 

前年度比10％削減 

再資源化率92％達成 

 

 

再資源化率98％達成 

本社 ： 再資源化率 91％ 

 

 
大泉工場 ： 再資源化率 

100％ 

製品質量の低減 

 

 

消費電力の低減 

前年度比1％削減 

省エネ・省資源の推進 

ペーパーレスの推進 

大泉工場のペーパーレスの推進 

本社のペーパーレスの推進 
用紙使用量の削減 

前年度比2％削減 

廃棄物の削減及び 

最良のリサイクル 

化学物質の使用抑制 

及び適正管理 

● 省エネ設備・機器への切替え 

● 不要時消灯の徹底 

● クールビズ＆エアコン設定温度の調節 

● 纏め発送の実施 

● 発送形態による委託業者選択　● 外注との通函化 

夜間蓄熱式空調システム 

● 業務の電子化による 
ペーパーレス化 光洋電子グループのテレビ会議システムは、 

4カ国、10事業所、13室を接続しています。 

● 分別収集の徹底 

● リサイクル業者との連携 

● 仕入先への梱包削減依頼 

● 標準品基板の無洗浄化（全廃完了） 

● 客先要求品の洗浄方法変更検討 

● トルエン使用の清掃作業方法の見直し 

● トルエンを含まない接着剤、硬化剤への切替え 

リサイクルされる空リール 

トルエンを含む溶剤 

小型汎用PLC小型磁気式ロータリーエンコーダ 

関係会社における取り組み 41 42

電子制御機器 

用紙使用量（大泉工業） 

’02 ’03 ’04 ’05 ’06
0

15
10
5

20
25
30 （万枚） 

80

90
85

95

105
100

110
（％） 

’03 ’04 ’05 ’06

20,000
10,000

0

30,000
40,000
50,000
60,000 （千円） 

物流委託費 

’01 ’02 ’03 ’04 ’05 ’06
0

500

1,000

1,500

2,000 （kg） 

代替フロン使用量 

’01 ’02 ’03 ’04 ’05 ’06
0

100

200

300

400

500 （kg） 

トルエン使用量 

’02 ’03 ’04 ’05 ’02 ’03 ’04 ’05

500
450
400
350
300

650
600
550

（1,000kWh） 

電力使用量（本社） 

70

60

80

100

90

110
（％） 

’06

実績 目標 達成率 

1，500

1，000

2，000

2,500

3，000
（1,000kWh） 電力使用量（大泉工業） 

60

80

70

90

100

110
（％） 

’06

プログラマブル表示器 プログラマブルコントローラ ロータリーエンコーダ 

小型磁気式ロータリー 

エンコーダ及び小型 

汎用ＰＬＣで軽量化 

及び省エネ化を実現 

（右表を参照） 

 

○ 

○ 

本社 ： 10％削減 

 

 

大泉工場 ： 13％増加 

○ 

本社 ： 4％増加 

大泉工場 ： 3％増加 

物流委託費8％削減 ○ 

× 

× 

× 

○ 

前年度比18％削減 

前年度比0％削減 

○ 

△ 

△ 

物流資源使用量の削減 物流委託費2％削減 

取締役社長 

本社 

ADC

四国（営） 

ウィンシステム 

中部支社 

YKE

大泉工場 

FACTS

西部支社 

TKC

0

0.1

0.2

0.4

0.3

0.5
（％） 

’02 ’03 ’04 ’05

40，000
20，000

0

60，000
80，000
100，000

（kg） 

廃棄物（大泉工業） 

80

100

95

90

85

（％） 

’06

リサイクル重量 総排出重量 
再資源化率 

リサイクル重量 総排出重量 
再資源化率 

売上比率 

’02 ’03 ’04 ’05

2，000
0

4，000
6，000
8，000
10，000 （kg） 

廃棄物（本社） 

70
75
80

90
85

95
（％） 

’06

■ 製品紹介 

関係会社における取り組み 

光洋電子工業株式会社  

関 係 会 社における取り組 み  



　資源の枯渇、森林破壊による砂漠化の進行、

CO2排出による地球温暖化など、近年の地球

環境問題は非常に深刻な状況となっています。 

　当社では、地球環境に配慮して効率的にエ

ネルギーを使い、今まで以上に環境に配慮さ

れた製品を作ることを課題とし、また地球環境

保全委員会のもとに省エネルギー、省資源、環

境改善、物流、用紙対策の5つの専門部会活動

を柱として、環境負荷の低減を継続的に進め

ております。全従業員が力を合わせ、将来にわ

たって地球環境保全活動に貢献していきたい

と考えております。 

■ 会社概要 

※【単位】BOD・COD・SS・鉱物油（mg/r）、 
　　　　 NOx（ppm）、SOx（Nm3/H）、ばいじん（g/Nm3）、 
　　　　 排水量（m3/日）、騒音・振動（dB） 

■ 環境データ 本 社・堺 工 場  名 張 工 場  

水
質

 

150 

150 

200 

5.8～8.6 

5 

― 

公的規制値 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

自主基準値 

130 

72.7 

31 

7.1 

4 

― 

実績 

65 

― 

90 

5.8～8.6 

3 

― 

公的規制値 

58 

― 

80 

6.3～7.7 

2.7 

― 

自主基準値 

8 

― 

3 

7.7 

0 

― 

実績 

BOD 

COD 

SS 

pH 

鉱物油 

排水量 

項　目 

騒
音

 

65 

70 

65 

60

60 

65 

60 

60

52 

59 

56 

53

65 

70 

65 

60

63 

68 

63 

58

49 

53 

49 

48

朝 

昼 

夕 

夜 

大
気

 

 

特定施設なし 

180 

0.86 

0.3

160 

0.77 

0.27

72 

0.04 

0.05

NOx 

SOx 

ばいじん 

振
動 

70 

65

60 

55

42 

42

 
特定施設なし 

昼 

夜 

■ 環境マネジメントシステム 

環境目的  2006年度実績 主な取り組み  パフォーマンス指標（中期目標） 2006年度目標 評価  

ご挨拶 商号 

創立 

 
本社 

資本金 

 
売上金

 

主要事業 

従業員数 

事業所 

ISO14001認証取得 

ダイベア株式会社 

1936年(昭和11年2月) 

大阪府堺市西区鳳北町9丁510番地 
TEL 072-262-1125　URL http://www.daibea.co.jp/ 

23億1,700万円 

2005年度:216億8,400万円 

2006年度:240億　600万円 

各種ベアリングおよびベアリングに関連する製品の製造販売 

506名(平成19年3月31日現在) 

本社・堺工場(大阪府堺市)　名張工場(三重県名張市) 

取得年月：2001年8月認証取得 

取締役社長 ■ 製品紹介 

小型化・軽量化された薄肉軸受はコピー機の

ヒートローラー部などに使用され、環境負荷の

低減に貢献しております。 

省エネ 

省資源 

環境改善 

物流 

用紙対策 

消費エネルギーの削減 

'09年度末に内製生産金額当りエネルギー消費金額を 

'06年度比：3.0%削減 

'03年度比 
:消費金額原単位　6.0％削減 

主資材・副資材の削減 

'09年度末に生産金額当りの主資材消費金額 

'06年度比：主資材　3.0%削減 

'09年度末に生産金額当たりの副資材消費金額 

'06年度比：副資材　3.0％削減 

'03年度比 
：主資材　3.0%削減 

廃棄物の削減 
'09年度末に生産金額当り廃棄物排出量'06年度比：3.0％削減 
社外委託埋立処分量：'00年比'09年度末99.5%削減 
再資源化率：'09年末に99.5%

自主目標の順守 

社会への環境貢献活動 

'03年度比原単位：7.5％削減 
社外委託埋立処分量'00年比に99.5%削減 
再資源化率：99.5%

管理項目の測定・順守 

周辺環境美化活動 

包装梱包資材の削減 

物流効率化 

'09年度末に売上金額当り 

物流経費を'06年比：3.0%削減 

'03年度比 

：物流経費（売上金額当り） 

 3.0％削減 

15.3％削減 

用紙の使用量削減 
'09年度にコピー・CP用紙の使用量を 

'06年度目標の9％削減 

用紙使用量 

'05年度比：2.0%削減 

● 鍛造寸法変更による重量削減 
● 旋削代、研削代削減（歩留向上）による使用材料の削減 

● 使用済み砥石の再利用 
● 油もれ対策の推進による使用量削減 
● 長寿命ダイヤの使用推進 

● エアー漏れ箇所の改善 

● ポンプ・コンプレッサーのインバーター化 

● クールビズ、ウォームビズによる空調最適化 

● 照明改善 

● 高効率トランスの導入 

● 省エネモデルラインの取り組み 

1.廃棄物の減量化 

　● 研磨粉スラッジ固形化による有価物化 

　● 圧縮機研削液の再使用 

　● 包装材、梱包材の業者引取り拡大　● 色ウエスのレンタル化 

　● 廃蛍光灯のりサイクル　● 割り箸のリサイクル 

2.地域環境改善　● 地域清掃活動 

1.梱包資材費の改善 

　● カートンケースのリベット廃止に伴う梱包量の削減 

2.運送便の積載効率改善 

　● 運送便の車格変更による運送費の削減 

● 配布資料の削減とプロジェクターの活用 

● 両面印刷の推進（継続） 

● 出張申請・精算のワークフロー化による用紙削減 

● 発行印刷物の配布先、配布枚数の見直し 

● 用紙配給制の徹底 

クリーンポンプ インバータ クリーンポンプ 

地域清掃活動 

物流・梱包資材費の改善 

社内経費支払いシステムのワークフロー化 

エネルギー原単位の推移 ［原単位＝エネルギー費/生産高×100］ 

0.00

3.00
2.00
1.00

4.00

’01 ’02 ’03 ’04 ’05 ’06

6.00
5.00

（%） 

用紙使用量 

実績 目標 

400
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1,200
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1,400 （枚） 

副資材原単位 主資材原単位 

50.0

80.0

70.0

60.0

90.0

100.0
（%） 
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廃棄物原単位 

0

6
4
2

8

’02 ’03 ’04 ’05 ’06

10
12 （t/億円） 

物流経費 ［売上高費］ 

0.90

1.10

1.00

1.20

’02 ’03 ’04 ’05 ’06

1.40

1.30

（%） 

消費金額原単位 
'03年度比 ：＋4.1％ × 

再資源化率 
99.5％ 

○ 

× 

○ 

○ 

'05年度比：4.0％削減 ○ 

主
資
材 

副
資
材 

'09年度末にCO2原単位 

'06年度比3.0％の削減 

'03年度比 
：CO2原単位　3.0％削減 

'03年度比 
：副資材　3.0%削減 

'03年度比 
：主資材　＋3.2％ 

'03年度比 
：副資材　3.0％削減 

地域環境改善 

薄肉軸受 

再資源化率 

0

60

40

20

80

100
（%） 
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ダイベア株式会社  

関 係 会 社における取り組 み  



　地球温暖化の影響は未来の問題ではなく現

在生きている我々の世代がすでに被っている

現実問題となっています。地球温暖化による

気温上昇や降雨量の変化が農産物の生産性を

低下させ、世界各地で食料不足が深刻化しつ

つあり、大量の食料を輸入する日本にとっては、

他人事ではない状況となっています。当社は、

5年前にISO14001を認証取得し、全社を挙

げてCO2排出削減に積極的に取組み地球温

暖化防止に大いに貢献してきています。今年は、

更に生産効率の向上やムダを見直し排除する

ことでCO2排出削減に取組んでまいります。 

■ 環境マネジメントシステム 

■ 会社概要 

省エネ 

環境改善 

資材 

物流 

環境目的  2006年度目標  2006年度実績 評価  主な取り組み  パフォーマンス指標（中期目標） 

■ 環境データ ■ 環境測定データのトレンド管理 
異常発生可能性の早期発見と適切な対策実施に活用しています。 

水
質

 

pH 

n-Hex（動植物油） 

n-Hex（鉱物油） 

亜硝酸性窒素 

項　目 

騒
音

 

朝 

昼 

夕 

夜 

振
動 

5～9 

30 

5 

380

公的基準値 

6～8 

15 

3 

380

自主基準値 

7.4 

1.4 

0 

12

実績 

50 

55 

50 

45

50 

55 

50 

45

43 

51 

50 

45

60 

55

60 

55

49 

44

昼 

夜 

※【単位】n-Hex・亜硝酸性窒素（mg/r）、NOx（ppm）、SOx（Nm3/H）、ばいじん（g/Nm3）、騒音・振動（dB） 

ご挨拶 商号 

創立 

 

本社 

 

資本金 

売上金 

主要事業 

従業員数 
 

ISO14001認証取得 

宇都宮機器株式会社 

1953年（昭和28年）10月 

栃木県宇都宮市雀宮町585番地 

TEL 028-653-1311 

URL http://www.utsunomiya-kiki.co.jp/ 

5,000万円 

2006年度：60億1,000万円 

ニードルローラーベアリング等 

270名 

取得年月：2002年8月認証取得 
認証機関：日本品質保証機構（JQA） 

■ 製品紹介 

電気使用量の削減 

ガス使用量の削減 

燃料油使用量の削減 

地下水・上水使用量の削減 

a）’07年度に完成品1ケ当りの消費エネルギーを 

 ’02年度実績の10.0％削減 

b）’10年末に、’97年度生産金額当りの 
 CO2排出量を13.0％削減 

a）前年実績の1.0％削減 

 

b）前年実績の1.0％削減 

a）2.2％削減 

 

b）5.5％削減 

a）1.2％削減 

b）7.6％削減 

6.8％削減 

a）1.0％削減 
b）99.9％ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

主・副資材の使用量の削減 

主・副資材の再利用、再使用 

a）’08年度に完成品1ケ当りの主資材重量を 

　’02年度実績の6.42％削減 
a）前年実績の1.0％削減 

b）前年実績の2.0％削減 

廃棄物の減量化・発生抑制・再資源化 

廃棄物の適正処理 

大気,水質,騒音,振動の管理 

化学物質の管理 

工場周辺の環境美化 

a）’07年度に生産金額当りの有価物を含む総排出量を’02年度実績の7.19％削減 
b）’04年度末より総排出量に占める最終埋立処分量を1％未満を維持 
c）収集運搬、処分業者、最終処分場の現地確認 
d）法規制・自主基準値の100％順守 
e）化学物質管理チェックシート順守率100％ 
f）地域で誇れる工場の外観 

a）前年実績の1.0％削減 
b）再資源化率99％以上達成 
c）100％実施 
d）100％順守 
e）100％順守 
f）除草の継続と花一杯運動の展開 

包装梱包資材の減量化 

包装梱包資材の再利用促進 

低公害梱包資材への代替促進 

運送便の積載効率の向上 

’08年度に売上金額当りの物流経費を 

’02年度実績の39.2％削減 
前年実績の5.0％削減 

● 使用電力エネルギーを画面表示し意識の向上を図り電力を削減 

● 空調機の熱源を空冷式ヒートポンプに切替えCO2排出量を削減 

● 空調機の運転時間短縮や温度管理を実施して電力を削減 

● インバーター制御電気コンプレッサーを増設し、エンジンコンプレッサー 
　 運転時間を短縮することでCO2排出量を削減 

● 工場の屋根に断熱効果のあるイソタン塗装し空調機の効率アップ 

40

60

’03 ’04 ’05 ’06

80 （ton-CO2） 

生産金額1億円当りのCO2排出量 ［原単位の推移］ 

’03 ’04 ’05
90

95

’06

100 （%） 

廃棄物の再資源化率 

実績 目標 

’03 ’04 ’05
0.4

0.6

’06

0.8 （%） 

売上金額に占める物流経費 ［原単位の推移］ 

● 廃却樹脂のスプールの有価物化 

　（フレキシブルコンテナーに入れ販売再利用） 

● ショット粉・ピット汚泥をリサイクル化で埋立廃棄物の削減 

● 外注先の運送便削減で運搬業務を効率化 

● トレー・ポリチューブ・パッキンの洗浄再利用 
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スラストタイプ 
ニードルローラーベアリング 

ラジアルタイプ 
ニードルローラーベアリング 

エネルギーの見える化 

コンプレッサー増設 

空冷式ヒートポンプ 

屋根のイソタン塗装 

’03 ’04 ’05
10

15

20

’06

25 （トン） 

生産金額1億円当りの廃棄物の総排出量 
［原単位の推移］ 

● 材料のジグザグ取り・送りピッチ短縮・抜きカス再利用で材料使用量を削減 

● 2枚保持器の1枚保持器化で、材料使用量を削減 

副
資
材 

主
資
材 

● 下型のインサート化や2ピース化で工具材料の使用量を削減 

● 刃具のチタン処理による寿命向上で材料使用量を削減 

a）’07年度に生産金額当りの副資材消費金額を 

　 ’02年度実績の18.2％削減 

取締役社長 

2006年度　工場排水測定結果トレンド管理表 

6.5

6

6.5

5

4.5

7.5

7

8.5

8

9.5

9

3月 2月 12月 11月 10月 9月 8月 7月 6月 5月 

pH 自主基準 下水道基準 

H18 4月 H19 1月 

下型の2ピース化 

フレキシブルコンテナー 

30

34

38

42 （cc） 

製品1ヶ当りのエネルギー消費量 ［原単位の推移］ 

’06’03 ’04 ’05

22

24

26

28 （g） 

完成品1ヶ当りの材料重量 ［原単位の推移］ 

’06’03 ’04 ’05

1

1.4

1.2

1.6

1.8 （万円） 

生産金額百万円当りの副資材消費金額 

’03 ’04 ’05 ’06

 ［原単位の推移］ 

関係会社における取り組み 

宇都宮機器株式会社  

関 係 会 社における取り組 み  



■ 環境データ 

水
質

 

5.8～8.6 

20 

20 

20 

2.0 

40 

3

公的規制値 

7.5 

2.3 

4.0 

2.0 

0.1未満 

37 

0.01未満 

実績 

pH 

BOD 

COD 

SS 

油分 

窒素 

燐 

物　質 公的規制値 自主基準値 実績 物　質 

　当社は、｢人と地球にやさしいものづくりと

設備のリユースを通じて、豊かな暮らしを支え

ます」という経営理念に基づき、製品では

TOYODA研削盤のオーバホール・改造での

省資源化や高性能小形研削盤での省エネ化

による地球にやさしいものづくりを推進して

います。製造では環境改善委員会を通じて、

全員参加で環境保全活動を推進し、CO2排出

量や工場廃棄物の低減に取り組むと共に、緑

化やソーラによるエコオフィス化など、人にや

さしい工場づくりを進めており、今後も地域と

社会に貢献していきます。 

■ 環境マネジメントシステム 

■ 会社概要 

騒
音

 

65 

70 

65

65 

70 

65

46 

45 

46

朝 

昼 

夕 

大
気

 

 

特定施設無し 

NOx 

SOx 

ばいじん 

振
動 

70 

65

70 

65

40 

40

昼 

夜 

※排水は当社で一次処理を実施後、ジェイテクト幸田工場にて最終処理。 

　従って、水質データはジェイテクト幸田工場の実績値を記載しています。 

※【単位】BOD・COD・SS・油分（mg/r）、NOx（ppm）、SOx（Nm3/H）ばいじん（g/m3N）、騒音・振動（dB） 

省エネ 

省資源 

環境対応商品 

環境改善 

環境目的  2006年度目標  主な取り組み  パフォーマンス指標（中期目標） 2006年度実績  評価  

ご挨拶 商号 

創立 

 
本社 

資本金 

売上金 

 
主要事業

 

従業員数 

認証取得 

審査登録機関 

株式会社豊幸 

1971年2月1日 

愛知県額田郡幸田町大字菱池字江尻1番地の3 
TEL 0564-62-1211　URL http://www.houko.co.jp/ 

1億円 

2005年度：64億円　2006年度：68億3,000万円　 

汎用研削盤、CNC研削盤製造、研削盤修理・改造 

自動車部品製造、電気・電子制御機器製造 

240人 

2001年12月12日 

（社）日本能率協会（JMA） 

取締役社長 
■ 製品紹介 

消費エネルギーの削減 

CO2 総排出量 

'10年度末までに 

'05年度レベルの5％低減 

省エネ改善活動の推進 

CO2 総排出量 

412t／年 （t-CO2） 

1,900円／人・年 

441t／年 （t-CO2） 

6,847円／人・年 

産業廃棄物の削減 

廃棄物排出量 

'10年度末までに 

'05年度レベルの25％低減 

廃棄物削減改善活動の推進 

廃棄物総排出量 

95t／年 

500円／人・年 

96.5t／年 

4,031円／人・年 

環境にやさしい 

製品の開発により 

環境負荷を軽減 

省エネ・廃棄物低減・リサイクル・低騒音化等を 

考慮した環境配慮設計を推進 

新機種の開発 

(マイナーチェンジ含む） 

1件以上／年 

森林保護 

緑化活動 

 

 

環境負荷 

軽減活動 

 

工場内設備の計画的改善 

業務改善によるペーパーレス活動 

工場内緑地整備 
工場内植樹の推進 

（緑化推進活動） 

1件以上／年 

業務改善件数 

1件以上／年・課（部・室） 

塗装工場周辺に植樹 

約30本追加 

4件／年 

1.3件／年・課（部・室） 

● 自動車部品の余剰ランナーの分別収集によるリサイクル化 

　 (纏めて廃棄していた余剰ランナーを分別収集し、 

　 リサイクル品として売却(8.3t/6ヶ月）） 

● 廃棄物分別回収によるリサイクル化 

　・紙・段ボール類のリサイクル20.3トン 

　・木屑類のリサイクル8.2トン 

● 最適処理業者の選定･見直しによる処理費用の削減 1,858千円／年 

● 省エネ型コンプセッサーへの更新と稼動最適化 

　 （55kW定出力型を37kWインバータ型に変更、 

　 更に工場別設置を全社一括集中管理に変更） 

　 (予想効果　△48，560kWh／年) 

● 老朽変圧器の更新による損失電気量の大幅削減 

 　(予想効果　△62，880kWh／年)

● ＧＬ3Ｐ-25ＳⅡ（45Ｍ ＣＢＮホイール研削盤）の開発 

　 『小さく･軽く･美しく』をコンセプトに小径ＣＢＮホイールを 

　 採用した省エネ・省スペースタイプの研削盤　 
● 低コスト化（ランニングコスト40％削減） 
　・砥石交換工数削減 
　・砥石交換後や砥石径変化に伴う品質確認工数削減 
　・クーラントメンテナンス工数削減 
● 省エネルギー化（消費エネルギー30％削減） 
● 省スペース化（床面積40％削減） 

GL3

● 『緑あふれる、工場環境づくり』 

　 45種類 延べ約800本の樹木により、年間ＣＯ2吸収量 5.9トン増加 

● 太陽光発電による省エネ 25,448ｋWｈ／年の発電 

● 塗装工場の拡大、整備（他2件は省エネの項に記載） 

　 組立エリアに併設されていた塗装場を完全分離し、 

　 最新設備で環境及び塗装効率向上 

　 塗装能力150%アップ、組立フロアー120%アップ 

● 工場間トラックヤード（屋根）の設置による、雨天工場間移動時 

　 製品からの付着油流出防止 

● 全従業員参加の「クリーンキャンペーン」の定期開催（1回/月） 

　 による社内外の除草活動 

● 再生紙の有効活用 （49,262枚／年） 
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0
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’01’00
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415
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336

330272

’02 ’03 ’04

400

(t-CO2)

目標 
412

’05

441

’06

96.5

’06’01’00 ’02 ’03 ’04 ’05

’01’00 ’02 ’03 ’04 ’05

’01’00 ’02 ’03 ’04 ’05

CO2総排出量の推移 

目標 
0.18

目標 
95.0

目標 
0.034

0

50

100

150 (t)

廃棄物総排出量の推移 

84
100.6

82
938478

0

0.05

0.10

0.15

0.20
(t-CO2/百万円)

CO2原単位の推移 

0.19
0.14

’06

0.17

’06

0.036

0.160.15
0.17

0.14

0

0.02

0.04

（t/百万円） 

廃棄物総排出量の推移 

原単位＝CO2総排出量/付加価値（t/百万円） 

原単位＝廃棄物排出量/付加価値（t/百万円） 

0.041

0.030
0.032

0.0420.0430.042

× 

◎ 

△ 

◎ 

1件／年 ○ 

○ 

◎ 

○ 

G32 series GE4 series GE6 series Select G series

トラックヤードの設置 

最新塗装設備 

塗装工場と周辺の植樹 

太陽光発電による省エネ 

工場緑化の推進 

開発機 従来機 目標 実績 

関係会社における取り組み 

開発機 従来機 

40％ 

低コスト化 

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト 

開発機 従来機 

40％ 

省スペース化 

フ
ロ
ア
ー
ス
ペ
ー
ス 

開発機 従来機 

30％ 

省エネルギー化 

消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー 

株式会社  豊幸  

関 係 会 社における取り組 み  



　当社は1975年の創業以来、高能率加工・

省資源・リサイクル性を兼ね備えた、CBN研削

ホイールをはじめとする超砥粒応用工具をお

客様にお届けしてまいりました。 

　循環型社会の構築、持続可能な社会の実現

が益々重要性を増してくる中、全社一丸となっ

て省エネ、省資源、環境改善など地球環境保全

活動に積極的に取り組むと共に、お客様の「も

のづくり」の環境負荷低減に貢献できる、超砥

粒工具の開発に邁進する所存です。 

■ 環境マネジメントシステム 

■ 会社概要 ■ 環境データ 本 社 工 場  

水
質

 

20 

20 

20 

6.5～8.5 

2 

1 

3 

5 

38 

4.1

公的規制値 

20 

20 

20 

6.5～8.5 

2 

1 

3 

5 

38 

4.1

自主基準値 

2 

13 

10 

7.3 

＜1 

0.09 

0.07 

0.4 

1.4 

0.11

実績 

BOD 

COD 

SS 

pH 

鉱物油 

銅 

亜鉛 

溶解性鉄 

窒素 

燐 

項　目 

騒
音

 
55 

60 

55 

50

55 

60 

55 

50

44.1 

42.3 

40.4 

42.4

朝 

昼 

夕 

夜 

※単位：mg／r（pHを除く） 

※記載のない他の規制項目は 
　すべて検出されていません 

※単位：デシベル 

※大気、振動は特定施設なし 

環境対応商品 

省エネ 

省資源 

環境目的  2006年度目標  主な取り組み  パフォーマンス指標（中期目標） 2006年度実績 

ご挨拶 商号 

創立 

 

本社 

 

資本金 

売上金 

 
主要事業

 

従業員数 

 
事業所 

ISO14001認証取得 

豊田バンモップス株式会社 

1975年 

愛知県岡崎市舞木町字城山1番地54 

TEL 0564-48-5311 

URL http://www.tvmk.co.jp/ 

4億8,100万円 

2006年度：47億5,000万円 

ダイヤモンドやCBN砥粒などを使用した 
超砥粒応用工具の製造販売 

270名 

営業拠点：愛知・東京・大阪・静岡・広島 

生産拠点：本社工場（愛知） 

取得年月：2001年3月認証取得 取締役社長 

■ 製品紹介 

ビトリファイドボンドCBNホイール 

CBNホイールの 

ベースリサイクルの推進 

加工代を少なくする  

設計の推進 

CBNホイールのベース再生率 
　'99年度比　27.9％　向上 

ベース再生率　50.0％ 

CBNホイールの 

高寿命化の推進 

CBNホイールの 

コストパフォーマンス向上件数 
　'99年度比　1．9倍 
　（ツールコスト10％以上低減件数） 

コストパフォーマンス向上件数 
　13件／年 

取り代の削減件数 

　6件／年 

CO2排出量の削減 

産業廃棄物排出量の削減 

電力使用量（原単位） 
　'99年度比　5.6％　削減 

電力使用量（原単位） 
　1,024.0kWh／百万円 

埋立て・焼却廃棄物量 
　'99年度比　69．5％　削減 

埋立て・焼却廃棄物量　33．3t／年 

● 砥石幅の変更（金型見直し等） 

● 砥石厚みの変更（設定値の見直し） 

● 改善砥石の提案と加工条件の最適化 

【実績例】  

● ピン研砥石仕様、Ｔｒ条件変更によりＴｒインターバル延長  

● ドラピン外径研削、砥石仕様変更によりＴｒインターバル延長  

● 他１１件 

● ビトホイールベースのリサイクル活動 

● 省エネタイプエアコンの導入による電気使用量の削減 

● クールビズ導入による省エネの推進 

● 省エネ改善の提案 

● 分別収集細分化による、廃棄物有用化の推進 

　 （プラスチック、WA砥石、ワイヤーカット廃線） 

砥石仕様、加工条件の 
最適化 

CBN砥石 

 

省エネタイプエアコンの導入 

廃棄物置場の分別収集細分化 
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・カムシャフト研削用 

・クランクシャフト研削用 

・超高速コンタリング研削用 

・汎用円筒研削用　他 

ダイヤモンドロータリドレッサ 

・トラバースタイプ 

・プランジタイプ 

　 ベアリング用 

　 ボールネジ用 

　 ピストンリング用　他 
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実績 目標 

関係会社における取り組み 

'10年度末迄に CBNホイールのベース再生率 
　'99年度比　33.0％　向上 

ベース再生率 
　'99年度　39．1％ 

　'10年度　52.0％ 

▲ 

'10年度末迄に CBNホイールの 
コストパフォーマンス向上件数 
　'99年度比　2．1倍（ツールコスト10％以上低減件数） 

コストパフォーマンス向上件数 
　'99年度　7件／年 

　'10年度　15件／年 

▲ 

'10年度末迄に  

取り代の削減件数を総計36件にする 

'10年度末迄に CO2排出量（原単位） 
　'06年度比　4．0％　削減 

　'06年度　24.9t／億円 

　'10年度　23.9t／億円 

▲ 

'10年度末迄に 産業廃棄物排出量（原単位） 
　'06年度比　4．0％　削減 

　'06年度　2.61t／億円 

　'10年度　2.51t／億円 

▲ 
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豊田バンモップス株式会社  

関 係 会 社における取り組 み  



　ISO14001の規格は、企業の環境への影

響を管理、改善することに重点を置いたマネ

ジメントシステムを構築するための基準となり

ます。規格は、環境管理システム、ツール、およ

び技術は、環境法規制順守を含めた環境パフ

ォーマンスを継続的に改善していくための枠

組みとなります。ISO14001の仕組みを効果

的に運用することにより、コスト削減、廃棄物

削減、エネルギーの有効活用、資源生産性を

推進し、環境や地域社会との調和を図ること

ができます。 

■ 会社概要 

■ 製品紹介 

■ 環境マネジメントシステム 

環境目的  2006年度実績 主な取り組み  パフォーマンス指標（中間指標） 2006年度目標 評価  
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ご挨拶 商号 

創立 

 
所在地 

資本金 

純売上高 

 
主要事業 

 
従業員数 

ISO14001認証取得 

JTEKT Automotive (Thailand) Co.,Ltd. ［略称JATH］ 

1996年10月 

107 M.4 T.Pluakdaeng A.Pluankdaeng 
Rayong 21140 Thailand　Tel. +66-38-954315 

6億2,000万バーツ 

2006年度：65億バーツ 

自動車部品、パワー・ステアリング・システム、 

駆動システム、エンジン部品 

685人 

取得年月：2003年12月認証取得 

取締役社長 

■ 環境データ 

海外関係会社における取り組み 51 海外関係会社における取り組み 52

環境改善 

資源保全 

省エネルギー 

コスト改善 

廃棄物管理 

騒音削減 ラック＆ピニオン・ライン、ポンプ・ラインほか全ライン 90dB（A）未満 

ウエスと手袋の 

削減 

使用量削減 

再加工、再使用の実施 
10％削減 

電気と水の 

消費量削減 

職場環境改善のために冷却装置を設置。 

最大契約電力量を760kWに変更 

電力使用量原単位 ： '05年度 1.49

10％削減 

生産工具の 

コスト削減 
工具の長寿命化 10％削減 12％削減 

廃棄物処理費用 

削減 
廃棄物管理を行う分野を追加 10％削減 

● ライン毎に一日の使用制限量を設定。 

● 繰り返しの使用。 

● 使用の必要のない工程を選定。 

● 現場を点検し、騒音測定を実施。 

● 測定結果から、エアブロー・ガンからの騒音低減に取り組む。 

● エアブロー・ガンの使用を減らし、機械内のエアブローを修正。 

● エアブローを行う過程でサイレンサーを使用。 

● 耳栓着用の義務化 

● 照明を減らす。 

● 休憩時間には、エア・バルブを閉める。 

● 電力使用量原単位 ： '06年度 0.89

● 改善活動1－φ9の穴→設定が困難。 

● 工具の寿命比較。 

● 廃棄場所の設定。 

● 処理コストの再計算。 
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JTEKT Automotive 
　　　　（Thailand）Co.,Ltd.

海 外 関 係 会 社における取り組 み  

安部 隆太郎 
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　JAVAでは私たちの環境責任の遂行を目標

として環境保護に取り組んでおります。実際に、

その取り組みは私たちの施設やその用地にと

どまりません。消費削減、再利用およびリサイ

クル増大の重要性について、全従業員および

地域社会を教育しなければならないというの

が私たちの信念です。これは廃棄物の処理に

かかる環境コスト削減を目指し、リサイクル業

者が新しいマーケットを開拓し創造するために、

他の組織と提携することを業者に奨励すると

いうことも含んでいます。私たちは結果に満

足することは決してありません。いかに他のグ

ループ、業界よりも進んでいるとしても、改善

する余地は常にあると考えています。 

■ 環境プロジェクト 

■ 表彰・顕彰（環境と地域社会） 

■ 会社概要 

1

4

2

3

5

環境プロジェクト 取り組み  目標  問題点  

JTEKT Automotive Virginia (JAVA)は、以下の事項を製造・技術・

事務部門での活動において実行することで環境保護に取り組みます。 

1 . 業務および製品の品質、規模および環境への影響に適切な環

境管理システムを維持します。 

2 . 環境に関して適用される全ての法律、規則、規制および取り 

決め事項を順守するとともに、環境側面を特定し、環境目的・

目標を定め、レビューします。 

3 . 継続的な改善と汚染防止を通してグローバルな省エネルギー、 

省資源化に貢献します。 

4 . 社会と従業員およびJAVA社業務に携わる請負業者、サプラ 

イヤー、コンサルタント、臨時従業員に対し常に注意を払いコ

ミュニケーションを維持します。 

■ 環境方針 

概　　要 

JAVA社はBotetourt County（ボトトート郡）における第6位の雇用主（従業員数261名）であり、高品質な電動パワーステアリング(EPS)

および手動ステアリングシステムのラック&ピニオンギアを生産しています。 

電動パワーステアリングが自動車の燃料消費量を2.5％減少させることを通じ、JAVA社は環境保護に大きく貢献しています。 

 

拠点情報 

認証取得状況  

ISO 14001 - 2003年11月認証取得 

TS 16949 - 2004年11月認証取得 

ご挨拶 

オイルおよびクーラントの 
再使用／リサイクル 

木製パレット 

蒸発乾燥機 

プラスチックトレー 

ゴミの除去 

リサイクル業者に処分費用を支払っている。 
オイル浮遊のためクーラントを頻繁に交換。 

木製パレットを埋立処分している。 

クーラントの寿命を延ばすため、 
各種フィルタや 
クーラント再生装置をテストしている。 

コストを5％低減。 

生産量のうちリサイクルされた水量は約90％。 
サンプルを業者にテストさせる。 
（環境に害を与えないことを確認） 

廃棄物処理コスト及び 
リサイクルコストを 
50％削減。 

納入業者からのプラスチック製通い箱はゴミ扱いで 
リサイクルされていない。 

リサイクル業者を調べる。 
納入業者に再利用型プラスチック 
パレットに変更させる。 

木製廃棄物の削減。 
再利用型プラスチックパレットの 
使用を50％にする。 

ゴミ圧縮機を空にするため引きずることにより、 
大量のゴミがあとに残る。 

プラスチック製通い箱などを 
リサイクルする業者を捜す。 

ゴミ圧縮機からの 
破片と屑を除く。 

プラスチックトレー、 
梱包用ラップなどの 
廃プラスチックの削減 

※全ての環境に関するプロジェクトはISO14001重要事項要約に基づいています。 
※全ての達成目標は2007年12月を期限としています。 

電動パワーステアリング（EPS） 

（写真中央）JAVA安全・環境責任者 Joseph Brown氏 
（右から2番目）バージニア副知事 Bill Bolling

ゴミ圧縮機を調査し、 
ゴミ圧縮機の交換・改造を行う。 

北米JTEKT-健康、安全および環境改善 
「2006年チーム賞　第一等」 

ユナイティッドウェイ・オブ・ロアノークバレー 
（United Way of Roanoke Valley） 

「2006年参加賞」 

ロアノークバレークリーンバレー協議会 
「2003年クローガー賞優秀賞」 

バージニア州およびVMA（バージニア製造者協会） 
「2006年知事環境保全優秀賞金賞」 

商号 

創立 

 

 
 

所在地 

 

 

 
2006年生産高 

 
従業員数 

JTEKT Automotive Virginia ［略称JAVA］ 

1999年1月 

555 International Parkway, Daleville, VA24083, USA 

Tel：（1）-540-966-3505, Fax：（1）-540-966-3506 

● 所在地：Botetourt Center at Greenfield, Daleville Virginia 

米国バージニア州ロアノークバレーの15マイル北東 

● 工場規模：敷地面積81エーカー、工場建屋面積 259,000 sq.ft.（24,090m2） 

ステアリングシステム886,633基／年産（手動および電動パワーステアリング） 

売上高　241百万USドル 

261名（2007年5月） 

海外関係会社における取り組み 

JAVA社長 

JTEKT   
　AUTOMOTIVE VIRGINIA,INC. 

海 外 関 係 会 社における取り組 み  

高木  寿美 



■ 環境マネジメントシステム 

■ 会社概要 

廃棄物Ⅰ 

廃棄物Ⅱ 

省エネ 

環境改善 

観点  目的  方法  目標／基準 目標期日 状況 

提案された対策 

1．梱包機で、段ボールとプラスチック包装を処理し、販売。 

● 段ボールは、1トン当たり25ポンドで販売。 

● プラスチック材料は、1トン当たり50ポンドで販売。 

2．缶破砕機を使用して、空のグリース容器を押しつぶす。 

● グリース容器は、空っぽにして、できるだけグリースを取り除き、一般的な鉄クズとして売却できるようにする。 

3．対策をテストし、評価を行った後、梱包機と缶破砕機の購入を検討する。 

　イギリスで暮らしていても、環境変動に関するニュー

スが日常的に浸透してくる事はごく普通のことです。 

　たとえば、記録的な夏の猛暑や近年冬でも降雪がま

れになるなど、微妙な気象変化を証明するものであり、

これはイギリスの中央部に位置するKBE社でも経験

できる当たり前のことになっています。 

　我々の子供たちや未来の世代が、現在と同様にこの

美しく心地よい国に暮らせるようにするためには、政府

の政策のみに頼ることは出来ません。 

　環境に影響を及ぼしているこの地で暮らす人々だけ

でなく、この地域で操業している製造業者も、より積極

的に環境保護活動に取り組む事が企業としての責務で

もあるのです。 

　一例として、当社が顧客に提供する全製品から環境

環境負荷物質（鉛、カドミウム、6価クロム、水銀）をす

でに全廃しました。 

　また包装廃棄物をより多く再生利用し、研磨工程で

発生する廃棄物（研磨スラッジ）を資源化する取り組み、不

良品の低減、効率的な物つくりを実践して、環境に影響を及

ぼすことなく利益を創出することが可能であることを全従

業員に明らかにすることが、私の使命と考えています。 

ご挨拶 

商号 

創立 

所在地
 

 
資本金 

売上高 

 
主要生産品目 

 
従業員数 

ISO14001認証取得 

KOYO BEARINGS （EUROPE） LTD. ［略称KBE］ 

1990年2月 

ELMHIRST LANE,DODWORTH,BARNSLEY, 
SOUTH,YORKSHIRE,S75,3TA 

5,484万ポンド 

2006年：5,994万ポンド（128億5,000万円） 

ハブユニット、ダブルアンギュラコンタクト ベアリング 
ウォーターポンプ ベアリング、テーパーローラー ベアリング 
シングボール ベアリング、プーリー ベアリング 

410名 

取得年月：2000年2月認証取得 

取締役社長 

■ リサイクル活動 

段ボールと廃プラスチックの 

埋め立て処分 
埋め立て処分量を最小限にする 

段ボールと廃プラスチックを 

リサイクルする 

受け入れる包装廃棄物の処分 
受け入れる品物の包装材を 

再利用可能な包装へ最大限使用する 

受け入れている品物の 

包装状態を再調査し、回収可能な 

包装の目標を設定する 

出荷する製品の包装 
製品の包装材を再利用可能な 

包装へ最大限使用する 

汚れの除去 

リサイクル先の調査 

金属製ドラム缶と 

グリース用容器の処分 

廃棄物の 

発生を減らす 

エネルギー使用の 

削減 

環境問題について、 

顧客と協力する 

適性処分 

有害廃棄物を通しての 

研磨スラッジの処理 

海外関係会社における取り組み 55 56

再生可能包装　75％ 

再使用のため、ドラム缶は100％、 
供給業者に返却する 

すべてのグリース用容器は、スクラップ金属の 
ルートを通じてリサイクルする 

全てのバーナーについて、 
0.5％以上効率を向上する 

'07年の電力使用は 
10,912.7kWh/トン以下 

電力削減計画を確立する 

バーナーの最適効率性を維持する 

代替製品の調達により、製品内における、 

環境負荷物質の使用をなくす 

WEE規制により、電気・電子装置の 

処分を管理する 

電力消費 

炉の天然ガス燃焼量 

有害なグリースやオイルを含有する 

製品、および顧客要件に規定された 

環境負荷物質を含有する製品 

電気・電子装置の処分 

リサイクル量　750t／年 

WEE規制に適合するために、 

廃棄手順を整備する 

有害物質の非含有 

リサイクル率 98％以上 

'07年3月末 

圧縮ダンボール 圧縮プラスチック材 缶破砕機 

'07年末 

現状 

100％のリサイクルを維持する 

日常メンテナンス 

'07年12月末 

'07年末までに 

方策を出す。 

'07年3月末 

'07年2月 

'06年に、試行完了。 

現在のリサイクル率 98％。 

現在では、かなりの量が再利用可能な包装で供給されている。 

再調査を実施し、目標を設定する。 

出荷製品の再利用可能な包装は、顧客の同意が必要。 

'07年の新規契約については、再利用可能な包装の使用に同意を得る。 

ドラム缶の再使用は、現状で問題なし。 

'06年に試行完了。現在、運用中。 

定期的調整と定期的な監視を実施中。 

研磨スラッジ 
プレス装置 

主要なエネルギー消費設備のコンプレッサーの性能向上を調査中。 

研磨スラッジ固形化、 

ブリケット品の販売先決定。 

廃棄処理に関する新たなしくみを構築する。 

'06年に客先評価完了。 

'07年1月より全廃。 

海外関係会社における取り組み 

KOYO BEARINGS  
　　    （EUROPE）LTD.

海 外 関 係 会 社における取り組 み  

寺門　孝 



■ 環境データ 

水
質

 

物　質 

　21世紀の今日、環境問題は人類が直面する

重要な問題です。地球温暖化、オゾン層の破壊、

暴風雨の発生、大気汚染等々、地球環境悪化

が実感させられる事象が各地で発生しています。 

　私達が中国広東省順徳の地で生産活動を開

始したのは2006年1月からと1年余りですが、

まず最初に取り組んだのは環境問題で、

2006年9月に工業園進出企業の中で最初にＩ

ＳＯ14001の認定を取得しました。環境問題

への取り組み方は様々ですが、ＫＬＦでは、鍛造

から一貫生産を行っており、中国の電力コスト

が高いということから、省資源、省エネルギー

を重点に取り組みを行っています。 

　私たちの取り組みによって、微力ながらも地

球環境保護に貢献できたらと考えています。 

法律を遵守し、消費を削減し、汚染を防止し、 

持続改善を進める 

今後取り込み課題  ● 2007度は2006年度目標が未達成であった電気使用量について、重点的に活動を推進します。 
● 主資材の使用量削減の為、廃却不良率0.5％→0.3％で取り組みます。 

HUBⅢ SHAFT

DAC

■ 環境マネジメントシステム 

■ 会社概要 

■ 環境方針 大
気 

油煙 

公的規制値 自主基準値 実績 

6-9 

100 

110 

30 

15 

1 

15 

10

－ 

90 

20 

10 

0.949 

10 

－ 

－ 

7.0 

64 

59.9 

25.3 

0.912 

0.023 

4.233 

0.433

騒
音 

65 

55

65 

55

64.5 

53.9

昼 

夜 

2 2 1.4

省エネ 

廃棄物 

省資源 

環境改善 

環境目的  2006年度目標  2006年度実績 主な取り組み  

pH 

浮遊物 

BOD 

COD 

動植物油 

硫化物 

アンモニア態窒素 

陰イオン界面活性剤 

　当社は地域、地球環境保護を推進するため,2006年2月に

ISO14001認証取得を計画し、9月1日に予備審査（認証会

社はSGS）、9月18日に正式審査を受け、10月26日

ISO14001の認証を取得しました。中国広東省佛山市順徳

工業園A区では最初の認証取得会社となり、工業園広報誌で

も紹介されました。 

　当社は2004年8月3日に設立。トヨタ自動車（株）のカムリ

用ハブユニットを年間120万個生産しており、中国（広州）、オ

ーストラリア、台湾、タイの4ケ国へ出荷しています。 

　当社は「法律を遵守し、消費を削減し、汚染を防止し、持続

改善を進める」を環境方針に揚げ、生産・環境設備の整備を進

め、排水基準の維持・改善、ゴミの分別回収、金属スクラップ,

廃油等のリサイクル化、減量化に取り組んでいきます。 

 

ご挨拶 

ISO14001認証取得 

商号 

創立 

本社
 

資本金 

主要事業 

 
基本構成

 

従業員数 

ISO14001認証取得 

審査登録機関 

光洋六和（佛山）汽車配件有限公司 ［略称KLF］ 

2004年8月3日 

佛山市順徳区大良街道順番公路五沙段12号 

1,200万（ドル） 

自動車用車軸軸受 

ジェイテクト62％　光洋メタルテック5％ 
台湾六和機械30％　豊田通商3％ 

196人 （07年6月） 

取得年月：2006年9月認証取得 

SGS

取締役社長 

■ 製品紹介 

汚水処理 標準値以下の排水 目標達成 汚水処理システム 

回収、洗浄、再利用を推進する。 

回収 洗浄 再利用 

電気消費量の削減 
電力使用量： 

3,550,000kWh／年 

計画より 

4.9％オーバー 

手袋／ウェス 

使用量の削減 
2.95→2.85元／人 

端材の活用 

100％回収処置 

主資材の 

使用量の削減 

危険廃棄物の処置 

海外関係会社における取り組み 57 58

2.27元／人／日 

目標達成 

100％回収処置 

鋸盤導入での端材活用 

回収場所を決め、資格がある 

専門業者に依頼して回収。 

1.冷房の設定温度26℃ 

2.インバーターコンプレサーの導入 

3.水銀灯→省エネランプへ変更 

4.食事時間消灯 水銀灯 省エネランプ 

海外関係会社における取り組み 

光洋六和（佛山）汽車配件有限公司 

海 外 関 係 会 社における取り組 み  



環境データ 59 環境データ 60

測定値は最大値。 

pH:水素イオン濃度　COD:化学的酸素要求量　BOD:生物化学的酸素要求量　SS:水中の浮遊物質量　油分:ノルマルヘキサン抽出物質含有量　（　）は日間平均値　ND:定量下限値未満 

規制値は自主基準値。（法規制値より厳しい値を含みます） 

＊ 大　気／ 

＊ 水　質／ 

＊ 規制値／ 

＊ PRTR対象物質／ 

取扱量1,000kg/年以上の物質を掲載。物質番号は､PRTR法第1種化学物質ごとの政令番号を示します。 

除去処理量は「PRTR対象物質」が場内で焼却,中和,分解,反応処理などにより他物質に変化した量。 

消費量は,「PRTR対象物質」が反応により他物質に変化したり､製品に含有もしくは付随して場外ヘ持ち出される量。 

国分工場 
6.0～8.0 

30 

30 

60 

4 

4 

10 

10 

8 

15 

1.5 

－ 

－ 

7.2 

26 

29 

10 

2.9 

0.36 

4.5 

ND 

0.31 

11 

0.38 

－ 

1,008

6.8 

15 

20 

4.0 

1.8 

0.33 

2.5 

ND 

0.30 

5.2 

0.10 

－ 

864

規制値 
最大 平均 
実　績 

pH 

COD 

BOD 

SS 

油分 

亜鉛 

溶解性鉄 

溶解性マンガン 

ふっ素 

窒素 

燐 

ほう素 

 1日あたりの排水量（m3） 

項　目 

単位：mg/R（pHを除く） ■ 水質測定データ 

ばいじん 

NOx 

SOx

項　目 

0.003 

29 

0.007

0.30 

100 

0.5

規制値 測定値 設　備 

ボイラー 
（鍛造用） 

■ 大気測定データ 

単位：NOx：ppm ばいじん：g/m3N SOx：K値 

従業員数 ： 
生産品目 ： 

1,098人 
各種玉軸受・ころ軸受、超大型軸受、
ハブユニット、高精度軸受 

3,918 

9,595 

2,731 

1,045 

1,123

0 

0 

2,731 

1,045 

0

8 

29 

0 

0 

0

384 

9,566 

0 

0 

406

0 

0 

0 

0 

0

0 

0 

0 

0 

21

0 

0 

0 

0 

0

0 

0 

0 

0 

0

3,526 

0 

0 

0 

696

取扱量 リサイクル 
量 

除去 
処理量 消費量 大気 水域 

排出量 

廃棄物 土壌 下水 

亜鉛の水溶性化合物 

2-アミノエタノール 

キシレン 

トルエン 

マンガン及びその化合物 

1 

16 

63 

227 

311

化学物質名 物質 
番号 

単位：kg/年 ■ PRTR対象物質 
移動量 

 

 
騒音 

 

 
振動 

単位:dB

朝 

昼 

夕 

夜 

昼 

夜 

59 

63 

57 

55 

41 

40

65 

70 

65 

60 

70 

65

規制値 測定値 

■ 騒音・振動データ 

刈谷工場 
5.8～8.6 

（14） 

（20） 

（20） 

5 

2 

5 

2 

5 

（17.2） 

（1.7） 

10 

－ 

6.9 

7.3 

12 

1.0 

1.0 

0.30 

0.35 

0.15 

ND 

13 

0.04 

0.07 

1,979

6.7 

4.5 

6.4 

ND 

0.4 

ND 

ND 

ND 

ND 

8.7 

0.03 

0.03 

586

規制値 
最大 平均 
実　績 

pH 

COD 

BOD 

SS 

油分 

亜鉛 

溶解性鉄 

溶解性マンガン 

ふっ素 

窒素 

燐 

ほう素 

 1日あたりの排水量（m3） 

項　目 

単位：mg/R（pHを除く） ■ 水質測定データ 

ばいじん 

NOx 

SOx

項　目 

ND 

57 

－ 

0.1 

 130 

ND

規制値 測定値 設　備 

ボイラー 
（食堂用） 

■ 大気測定データ 

ばいじん 

NOx 

SOx

ND 

51 

－ 

0.1 

130 

ND

ボイラー 
（冷温水発生機） 

単位：NOx：ppm ばいじん：g/m3N SOx：m3N/hr

従業員数 ： 
生産品目 ： 

1,450人 
工作機械、ダンパプーリ、 
機械加工部品 

1,747 

7,775 

4,184

1,422 

7,449 

3,360

0 

0 

0

0 

0 

0

0 

0 

0

0 

0 

0

0 

0 

0

0 

0 

0

325 

327 

824

取扱量 リサイクル 
量 

除去 
処理量 消費量 大気 水域 

排出量 

廃棄物 土壌 下水 

エチルベンゼン 

キシレン 

トルエン 

40 

63 

227

化学物質名 物質 
番号 

単位：kg/年 ■ PRTR対象物質 
移動量 

 

 
騒音 

 

 
振動 

単位:dB

朝 

昼 

夕 

夜 

昼 

夜 

56 

66 

63 

57 

45 

41

65 

70 

65 

60 

70 

65

規制値 測定値 

■ 騒音・振動データ 

徳島工場 
6.0～8.2 

10 

－ 

19 

3 

2 

10 

10 

8 

25 

2.5 

－ 

－ 

7.4 

9.7 

－ 

12.8 

2.7 

ND 

0.10 

ND 

ND 

6.6 

0.13 

－ 

768

7.3 

7.2 

－ 

8.7 

2.5 

ND 

0.10 

ND 

ND 

4.9 

0.05 

－ 

669

規制値 
最大 平均 
実　績 

pH 

COD 

BOD 

SS 

油分 

亜鉛 

溶解性鉄 

溶解性マンガン 

ふっ素 

窒素 

燐 

ほう素 

 1日あたりの排水量（m3） 

項　目 

単位：mg/R（pHを除く） ■ 水質測定データ 

ばいじん 

NOx 

SOx

項　目 

0.010 

790 

0.043

0.1 

950 

21

規制値 測定値 設　備 

ディーゼル機関 

■ 大気測定データ 

ばいじん 

NOx 

SOx

0.001 

165 

0.01

0.3 

250 

21

ボイラー 

単位：NOx：ppm ばいじん：g/m3N SOx：K値 

従業員数 ： 
生産品目 ： 

1,097人 
玉軸受、水ポンプ用軸受、 
円筒ころ軸受、特殊環境軸受 

3,865 

3,999

0 

3,999

1 

0

239 

0

0 

0

0 

0

0 

0

0 

0

3,625 

0

取扱量 リサイクル 
量 

除去 
処理量 消費量 大気 水域 

排出量 

廃棄物 土壌 下水 

2-アミノエタノール 

キシレン 

16 

63

化学物質名 物質 
番号 

単位：kg/年 ■ PRTR対象物質 
移動量 

 

 
騒音 

 

 
振動 

単位:dB

朝 

昼 

夕 

夜 

昼 

夜 

54 

58 

55 

52 

53 

52

60 

65 

60 

55 

65 

60

規制値 測定値 

■ 騒音・振動データ 

東京工場 
5.8～8.6 

－ 

150 

200 

20 

2 

10 

10 

8 

120 

16 

－ 

－ 

7.6 

－ 

9.0 

23 

2.0 

0.29 

1.7 

ND 

ND 

15 

1.3 

－ 

362

7.1 

－ 

3.7 

8.5 

0.99 

0.29 

1.7 

ND 

ND 

7.5 

0.4 

－ 

115

規制値 
最大 平均 
実　績 

pH 

COD 

BOD 

SS 

油分 

亜鉛 

溶解性鉄 

溶解性マンガン 

ふっ素 

窒素 

燐 

ほう素 

 1日あたりの排水量（m3） 

項　目 

単位：mg/R（pHを除く） ■ 水質測定データ 

ばいじん 

NOx 

SOx

項　目 

0.002 

29.5 

－ 

0.08 

49 

－ 

規制値 測定値 設　備 

ガス吸収式ボイラー 

■ 大気測定データ 

単位：NOx：ppm ばいじん：g/m3N SOx：K値 

従業員数 ： 
生産品目 ： 

378人 
針状ころ軸受、等速ジョイント、 
ドライブシャフト、プロペラシャフト 

1,387 

4,688 

6,726 

9,285

0 

4,688 

6,726 

0

0 

0 

0 

0

1,383 

0 

0 

8,914

0 

0 

0 

0

4 

0 

0 

371

0 

0 

0 

0

0 

0 

0 

0

0 

0 

0 

0

取扱量 リサイクル 
量 

除去 
処理量 消費量 大気 水域 

排出量 

廃棄物 土壌 下水 

2-アミノエタノール 

キシレン 

トルエン 

ほう素及びその化合物 

16 

63 

227 

304

化学物質名 物質 
番号 

単位：kg/年 ■ PRTR対象物質 
移動量 

 

 
騒音 

 

 
振動 

単位:dB

朝 

昼 

夕 

夜 

昼 

夜 

－ 

64 

57 

53 

25 

25

－ 

70 

60 

55 

55 

30

規制値 測定値 

■ 騒音・振動データ 

香川工場 
5.8～8.6 

40 

40 

50 

3 

2 

10 

10 

8 

60 

8 

－ 

－ 

7.0 

27 

33 

6.9 

2.8 

0.25 

1.0 

ND 

ND 

10 

1.7 

－ 

862

6.7 

20 

23 

4.8 

1.8 

0.25 

1.0 

ND 

ND 

7.6 

0.37 

－ 

512

規制値 
最大 平均 
実　績 

pH 

COD 

BOD 

SS 

油分 

亜鉛 

溶解性鉄 

溶解性マンガン 

ふっ素 

窒素 

燐 

ほう素 

 1日あたりの排水量（m3） 

項　目 

単位：mg/R（pHを除く） ■ 水質測定データ 

ばいじん 

NOx 

SOx

項　目 

0.0192 

100 

0.121

0.30 

250 

5.0

規制値 測定値 設　備 

ボイラーNo1

■ 大気測定データ 

ばいじん 

NOx 

SOx

0.0151 

73 

0.0294

0.30 

250 

5.0

ボイラーNo2

ばいじん 

NOx 

SOx

0.0318 

860 

0.56

0.1 

950 

5.0

自家発電 

単位：NOx：ppm ばいじん：g/m3N SOx：K値 

従業員数 ： 
生産品目 ： 

574人 
円すいころ軸受 

2,189 

3,119

0 

3,119

87 

0

2,102 

0

0 

0

0 

0

0 

0

0 

0

0 

0

取扱量 リサイクル 
量 

除去 
処理量 消費量 大気 水域 

排出量 

廃棄物 土壌 下水 

ほう素及びその化合物 

キシレン 

304 

63

化学物質名 物質 
番号 

単位：kg/年 ■ PRTR対象物質 
移動量 

 

 
騒音 

 

 
振動 

単位:dB

朝 

昼 

夕 

夜 

昼 

夜 

64 

65 

62 

59 

33 

32

65 

70 

65 

60 

49 

46

規制値 測定値 

■ 騒音・振動データ 

岡崎工場 
6.5～8.5 

20 

20 

20 

2 

3 

5 

3 

1 

（15） 

（2.0） 

10 

－ 

7.4 

4.1 

8.7 

1.0 

0.40 

0.10 

0.27 

0.10 

0.10 

7.7 

0.05 

0.05 

1,200

7.1 

3.0 

2.8 

1.0 

0.15 

0.10 

0.11 

0.10 

0.10 

6.9 

0.03 

0.04 

714

規制値 
最大 平均 
実　績 

pH 

COD 

BOD 

SS 

油分 

亜鉛 

溶解性鉄 

溶解性マンガン 

ふっ素 

窒素 

燐 

ほう素 

 1日あたりの排水量（m3） 

項　目 

単位：mg/R（pHを除く） ■ 水質測定データ 

ばいじん 

NOx 

SOx

項　目 

0.002 

55 

－ 

0.1 

130 

0.09

規制値 測定値 設　備 

ボイラー 
（濃縮装置用） 

■ 大気測定データ 

ばいじん 

NOx 

SOx

0.002 

38 

－ 

0.1 

130 

ND

ボイラー 
（空調用） 

ばいじん 

NOx 

SOx

0.0 

10 

－ 

0.15 

100 

0.76

溶解炉 

ばいじん 

NOx 

SOx

0.005 

88 

－ 

0.05 

180 

6.08

ガス機関 
（コージェネレーション） 

単位：NOx：ppm ばいじん：g/m3N SOx：m3N/hr

従業員数 ： 
生産品目 ： 

742人 
電動パワーステアリング、 
パワーステアリングギヤ、 
AT・CVT用比例制御弁、 
CVTオイルポンプ、 
プロペラシャフト、鋳造品 

2,266 

2,157 

5,547 

53,637

0 

2,067 

4,454 

0

0 

0 

0 

0

0 

0 

0 

0

0 

0 

0 

1,180

0 

0 

0 

0

0 

0 

0 

0

0 

0 

0 

0

2,266 

90 

1,093 

52,457

取扱量 リサイクル 
量 

除去 
処理量 消費量 

大気 水域 土壌 

排出量 

廃棄物 下水 

エチレングリコールモノエチルエーテル 

キシレン 

トルエン 

マンガン及びその化合物 

44 

63 

227 

311

化学物質名 物質 
番号 

単位：kg/年 ■ PRTR対象物質 
移動量 

 

 
騒音 

 

 
振動 

単位:dB

朝 

昼 

夕 

夜 

昼 

夜 

61 

64 

59 

59.5 

30 

30

65 

70 

65 

60 

70 

65

規制値 測定値 

■ 騒音・振動データ 

環境データ 事業所別環境データ 



環境データ 61 環境データ 62

事業所別環境データ 

測定値は最大値。 

pH:水素イオン濃度　COD:化学的酸素要求量　BOD:生物化学的酸素要求量　SS:水中の浮遊物質量　油分:ノルマルヘキサン抽出物質含有量　（　）は日間平均値　ND:定量下限値未満 

規制値は自主基準値。（法規制値より厳しい値を含みます） 

＊ 大　気／ 

＊ 水　質／ 

＊ 規制値／ 

＊ PRTR対象物質／ 

取扱量1,000kg/年以上の物質を掲載。物質番号は､PRTR法第1種化学物質ごとの政令番号を示します。 

除去処理量は「PRTR対象物質」が場内で焼却,中和,分解,反応処理などにより他物質に変化した量。 

消費量は,「PRTR対象物質」が反応により他物質に変化したり､製品に含有もしくは付随して場外ヘ持ち出される量。 

奈良工場 
6.0～8.0 

13.5 

13.5 

5 

1 

2 

0.9 

0.9 

8 

40 

15 

－ 

－ 

7.5 

11 

6.6 

1.0 

0.90 

ND 

0.08 

0.11 

ND 

27 

14 

－ 

170

7.0 

9.8 

1.5 

0.59 

0.50 

ND 

0.06 

0.07 

ND 

16 

6.6 

－ 

92

規制値 
最大 平均 
実　績 

pH 

COD 

BOD 

SS 

油分 

亜鉛 

溶解性鉄 

溶解性マンガン 

ふっ素 

窒素 

燐 

ほう素 

 1日あたりの排水量（m3） 

項　目 

単位：mg/R（pHを除く） ■ 水質測定データ 

従業員数 ： 
生産品目 ： 

590人 
電動パワーステアリング、 
油圧パワーステアリング、 
マニュアルステアリング 

ばいじん 

NOx 

SOx

項　目 

0.002 

43 

0.2

0.1 

150 

0.6

規制値 測定値 設　備 

1工場1号 
（ボイラー） 

■ 大気測定データ 

ばいじん 

NOx 

SOx

0.002 

40 

0.19

0.1 

150 

0.6

1工場2号 
（ボイラー） 

ばいじん 

NOx 

SOx

0.001 

62 

0.2

0.1 

150 

0.6

2工場 
（冷温水発生機） 

ばいじん 

NOx 

SOx

0.001 

40 

0.35

0.1 

150 

0.6

4工場 
（冷温水発生機） 

単位：NOx：ppm ばいじん：g/m3N SOx：K値 

13,743 

3,904

13,743 

3,904

0 

0 

0 

0 

0 

0

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0

取扱量 リサイクル 
量 

除去 
処理量 消費量 

大気 水域 土壌 

排出量 

廃棄物 下水 

キシレン 

トルエン 

63 

227

化学物質名 物質 
番号 

単位：kg/年 ■ PRTR対象物質 
移動量 

 

 
騒音 

 

 
振動 

単位:dB

朝 

昼 

夕 

夜 

昼 

夜 

63 

62 

60 

54 

55 

52

64 

67 

64 

54.8 

60 

55

規制値 測定値 

■ 騒音・振動データ 

東刈谷工場 
5.8～8.6 

（29） 

（20） 

20 

5 

2 

5 

2 

5 

（27.3） 

（2.7） 

10 

－ 

7.6 

5.7 

8.5 

2.5 

0.80 

0.10 

0.33 

0.15 

0.40 

27 

0.03 

0.04 

162

7.2 

3.7 

3.4 

1.4 

0.15 

0.08 

0.14 

0.11 

0.13 

23 

0.02 

0.02 

63

規制値 
最大 平均 
実　績 

pH 

COD 

BOD 

SS 

油分 

亜鉛 

溶解性鉄 

溶解性マンガン 

ふっ素 

窒素 

燐 

ほう素 

 1日あたりの排水量（m3） 

項　目 

単位：mg/R（pHを除く） ■ 水質測定データ 

ばいじん 

NOx 

SOx

項　目 

＜0.004 

64 

＜0.01

0.2 

130 

0.7

規制値 測定値 設　備 

ボイラー 
（冷温水発生機） 

■ 大気測定データ 

単位：NOx：ppm ばいじん：g/m3N SOx：m3N/hr

従業員数 ： 
生産品目 ： 

346人 
メカトロニクス製品、センサ、 
プロペラシャフト、機械加工部品 ■ PRTR対象物質 

※取扱量1,000kg/年以上の物質はありません。 

 

 
騒音 

 

 
振動 

単位:dB

朝 

昼 

夕 

夜 

昼 

夜 

59 

64 

60 

59 

45 

45

65 

70 

65 

60 

70 

65

規制値 測定値 

■ 騒音・振動データ 

豊橋工場 

従業員数 ： 
生産品目 ： 

590人 
油圧パワーステアリング、 
油圧パワーステアリング用ホース、 
マニュアルステアリング、 
安全ハンドルコラム 

6.1～8.0 

18 

10 

10 

1 

2 

10 

10 

8 

50 

5 

－ 

－ 

6.8 

13 

3.3 

8.0 

ND 

0.12 

0.84 

ND 

ND 

48 

5.0 

－ 

112

6.6 

10 

2.1 

3.6 

ND 

0.12 

0.84 

ND 

ND 

31 

3.5 

－ 

77

規制値 
最大 平均 
実　績 

pH 

COD 

BOD 

SS 

油分 

亜鉛 

溶解性鉄 

溶解性マンガン 

ふっ素 

窒素 

燐 

ほう素 

 1日あたりの排水量（m3） 

項　目 

単位：mg/R（pHを除く） ■ 水質測定データ 

ばいじん 

NOx 

SOx

項　目 

0.008 

77 

0.150

0.10 

100 

1.0

規制値 測定値 設　備 

1工場 
ボイラー 

■ 大気測定データ 

ばいじん 

NOx 

SOx

0.002 

29 

0.004

0.03 

100 

1.0

2工場 
（冷温水発生機） 

ばいじん 

NOx 

SOx

0.002 

76 

0.11

0.10 

100 

2.3

3工場 
（冷温水発生機） 

単位：NOx：ppm ばいじん：g/m3N SOx：K値 

2,142 

3,379

2,142 

0

0 

0

0 

0

0 

0

0 

0

0 

0

0 

0

0 

3,379

取扱量 リサイクル 
量 

除去 
処理量 消費量 大気 水域 

排出量 

廃棄物 土壌 下水 

キシレン 

モリブデン及びその化合物 

63 

346

化学物質名 物質 
番号 

単位：kg/年 ■ PRTR対象物質 
移動量 

 

 
騒音 

 

 
振動 

単位:dB

朝 

昼 

夕 

夜 

昼 

夜 

59 

63 

61 

58 

38 

34

60 

65 

65 

60 

55 

50

規制値 測定値 

■ 騒音・振動データ 

花園工場 
6.5～8.5 

10 

10 

10 

2 

1 

5 

3 

1 

（31.5） 

（3.3） 

10 

－ 

7.4 

6.1 

3.9 

1.0 

1.0 

0.29 

0.14 

0.14 

0.10 

20 

0.05 

1.0 

372

7.2 

3.9 

1.9 

1.0 

1.0 

0.10 

0.10 

0.10 

0.10 

12 

0.02 

1.0 

172

規制値 
最大 平均 
実　績 

pH 

COD 

BOD 

SS 

油分 

亜鉛 

溶解性鉄 

溶解性マンガン 

ふっ素 

窒素 

燐 

ほう素 

 1日あたりの排水量（m3） 

項　目 

単位：mg/R（pHを除く） ■ 水質測定データ 

ばいじん 

NOx 

SOx

項　目 

＜0.002 

63 

＜0.002

0.1 

130 

ND

規制値 測定値 設　備 

ボイラー 
（冷温水発生機） 

■ 大気測定データ 

単位：NOx：ppm ばいじん：g/m3N SOx：m3N/hr

従業員数 ： 
生産品目 ： 

1,039人 
電動パワーステアリング、 
油圧パワーステアリングポンプ、 
制御コンピュータ 1,123 0 8 2250 0 0 0 898

取扱量 リサイクル 
量 

除去 
処理量 消費量 大気 水域 

排出量 

廃棄物 土壌 下水 

マンガン及びその化合物 311

化学物質名 物質 
番号 

単位：kg/年 ■ PRTR対象物質 
移動量 

 

 
騒音 

 

 
振動 

単位:dB

朝 

昼 

夕 

夜 

昼 

夜 

53 

53 

52 

48 

51 

49

55 

60 

55 

50 

65 

60

規制値 測定値 

■ 騒音・振動データ 

亀山工場 

従業員数 ： 
生産品目 ： 

253人 
玉軸受、クラッチベアリング 

6.0～8.0 

9 

8 

10 

0.5 

2 

10 

10 

8 

120 

－ 

－ 

－ 

7.7 

9.0 

4.0 

4.0 

ND 

0.10 

0.49 

ND 

ND 

21 

0.27 

0.08 

87

7.0 

3.1 

1.3 

0.60 

ND 

0.10 

0.49 

ND 

ND 

12 

0.10 

0.05 

54

規制値 
最大 平均 
実　績 

pH 

COD 

BOD 

SS 

油分 

亜鉛 

溶解性鉄 

溶解性マンガン 

ふっ素 

窒素 

燐 

ほう素 

 1日あたりの排水量（m3） 

項　目 

単位：mg/R（pHを除く） ■ 水質測定データ 

ばいじん 

NOx 

SOx

項　目 

0.005 

83 

0.11

0.1 

150 

1.65

規制値 測定値 設　備 

1工場 
（ボイラー） 

■ 大気測定データ 

単位：NOx：ppm ばいじん：g/m3N SOx：m3N/hr

1,015 0 3 1,0120 0 0 0 0

取扱量 リサイクル 
量 

除去 
処理量 消費量 大気 水域 

排出量 

廃棄物 土壌 下水 

2-アミノエタノール 16

化学物質名 物質 
番号 

単位：kg/年 ■ PRTR対象物質 
移動量 

 

 
騒音 

 

 
振動 

単位:dB

朝 

昼 

夕 

夜 

昼 

夜 

54 

55 

53 

51 

35.5 

33.0

65 

70 

65 

55 

65 

60

規制値 測定値 

■ 騒音・振動データ 

田戸岬工場 
6.0～8.5 

（10） 

（10） 

（20） 

2 

2 

3 

2 

5 

（34.8） 

（3.6） 

10 

－ 

8.3 

8.4 

3.9 

5.5 

0.50 

0.18 

0.12 

0.10 

0.25 

21 

0.99 

ND 

4,080

7.8 

4.3 

1.6 

1.8 

0.13 

0.14 

0.12 

0.10 

0.25 

12 

0.20 

ND 

137

規制値 
最大 平均 
実　績 

pH 

COD 

BOD 

SS 

油分 

亜鉛 

溶解性鉄 

溶解性マンガン 

ふっ素 

窒素 

燐 

ほう素 

 1日あたりの排水量（m3） 

項　目 

単位：mg/R（pHを除く） ■ 水質測定データ 

ばいじん 

NOx 

SOx

項　目 

0.01 

51 

0

0.1 

130 

ND

規制値 測定値 設　備 

ボイラー 
（冷温水発生機） 

■ 大気測定データ 

単位：NOx：ppm ばいじん：g/m3N SOx：m3N/hr

従業員数 ： 
生産品目 ： 

819人 
ドライブシャフト、 
4WDカップリング ■ PRTR対象物質 

※取扱量1,000kg/年以上の物質はありません。 
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規制値 測定値 

■ 騒音・振動データ 



h t t p : / / w w w. j t e k t . c o . j ph t t p : / / w w w. j t e k t . c o . j p この報告書は、古紙配合率100%の再生紙を使用しています。 
印刷インクには、大豆油インクを使用し、有害な有機化合物を削減。 
アルカリ性現像液や酸性定着液が不要な、水なし方式の刷版、印刷を採用し、地球環境に配慮しております。 
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※本報告書は当社のホームページでもご覧いただけます。 

 




